
　
本
学
園
は
、
松
阪
大
学
と
松

阪
大
学
短
期
大
学
部（
と
も
に

三
重
県
松
阪
市
久
保
町
）の
校

名
を
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
付

で「
三
重
中
京
大
学
」「
三
重
中

京
大
学
短
期
大
学
部
」
に
そ
れ

ぞ
れ
変
更
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

近
く
文
部
科
学
省
に
届
出
書
類

を
提
出
す
る
。
ま
た
、
松
阪
大

学
の
政
策
学
部
を
同
時
に
「
現

代
法
経
学
部
」
に
改
組
、
二
学

科
あ
る
政
策
学
科
、
地
域
経
営

学
科
を「
現
代
法
経
学
科
」に
統

合
す
る
た
め
の
書
類
も
近
く
提

出
す
る
。�

　
松
阪
大
学
は
一
九
八
二
年
、

三
重
県
初
の
社
会
科
学
系
大
学

（
一
学
部
）
と
し
て
開
学
。
九

七
年
に
大
学
院
政
策
科
学
研
究

科
修
士
課
程
、
九
九
年
に
は
同

博
士
課
程
を
設
置
。
有
為
な
人

材
を
輩
出
し
て
き
た
。�

　
松
阪
大
学
短
期
大
学
部
は
六

四
年
、
松
阪
女
子
短
期
大
学
と

し
て
開
学
。
二
〇
〇
〇
年
に
校

名
を
現
在
名
に
変
え
て
男
女
共

学
に
な
っ
た
。
今
年
四
月
、
二

つ
あ
る
学
科
を
そ
れ
ぞ
れ
「
食

物
栄
養
学
科
」
「
幼
児
教
育
・

保
育
学
科
」
に
名
称
変
更
し
た
。�

　
三
重
中
京
大
学
、
同
短
期
大

学
部
へ
の
校
名
変
更
は
、
全
国

的
に
よ
り
名
の
知
ら
れ
た
中
京

大
学
の
「
中
京
」
の
文
字
を
使

い
、
同
じ
学
校
法
人
が
経
営
す

る
密
接
な
大
学
で
あ
る
こ
と
を

強
調
す
る
の
が
狙
い
。
ま
た
、

学
部
の
改
組
は
、
実
社
会
で
必

要
と
さ
れ
る
法
学
と
経
済
学
の

専
門
知
識
を
確
実
に
身
に
付
け

さ
せ
、
よ
り
実
践
的
な
人
材
を

育
成
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。�

　
本
学
と
三
重
中
京
大
学
は
、

編
入
学
枠
の
設
定
や
単
位
互
換

な
ど
、
教
育
面
の
連
携
を
強
め

る
予
定
。�

　
本
学
は
、
二
〇
〇
五
年
四
月
、

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
学
部

「
総
合
政
策
学
部
」を
開
設
す

る
た
め
、
四
月
二
十
日
、
文
部

科
学
省
に
届
出
書
類
を
提
出
し

た
。�

　
総
合
政
策
学
部
は
、
「
総
合

政
策
学
科
」
一
学
科
で
構
成
。

二
〇
〇
四
年
度
で
学
生
募
集
を

停
止
す
る
商
学
部
に
、
法
学
部

や
経
済
学
部
の
教
育
を
学
際
総

合
的
に
関
連
、
統
合
し
て
新
設
。

現
代
社
会
が
求
め
る
、
幅
広
い

知
識
と
問
題
解
決
、
政
策
の
立

案
・
実
行
力
な
ど
を
備
え
た
人

材
を
育
成
す
る
。�

　
規
制
緩
和
や
国
際
化
の
進
展
、

競
争
の
激
化
な
ど
で
、
企
業
や

各
種
団
体
で
は
政
策
的
取
り
組

み
を
必
要
と
す
る
課
題
が
増
え
、

多
様
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

課
題
に
、
既
存
の
法
律
学
や
経

済
学
と
い
っ
た
個
々
の
学
問
分

野
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
に
な

っ
て
お
り
、
新
し
い
学
部
の
設

置
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。�

　
専
門
教
育
科
目
で
は
、
法
律

学
や
経
済
学
な
ど
の
基
礎
的
な

知
識
の
修
得
を
重
視
し
、
こ
れ

ら
を
横
断
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、

課
題
の
本
質
を
見
極
め
、
政
策

を
総
合
的
に
立
案
す
る
構
想
力

や
想
像
力
を
養
う
。
教
養
教
育

科
目
で
は
、
総
合
的
な
視
野
か

ら
分
析
し
判
断
す
る
能
力
と
と

も
に
、
国
際
化
社
会
や
情
報
化

社
会
に
必
要
な
自
己
表
現
能
力

の
修
得
を
め
ざ
す
。�

　
入
学
定
員
二
百
人
、
収
容
定

員
八
百
人
。�
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創
立
五
十
周
年
を
迎
え
た
本

学
の
二
〇
〇
四
年
度
入
学
式
は
、

四
月
一
日
、
名
古
屋
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
新
た

に
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
と
大

学
院
法
務
研
究
科
（
ロ
ー
ス
ク

ー
ル
）
、
情
報
科
学
研
究
科
メ

デ
ィ
ア
科
学
専
攻
が
開
設
さ
れ

て
加
わ
り
、
十
一
学
部
三
、
三

五
四
人
、
大
学
院
十
一
研
究
科

一
六
五
人（
修
士
課
程
一
〇
六
人
、

博
士
課
程
二
一
人
、専
門
職
課

程
三
八
人
）の
新
入
生
が
、
決

意
に
満
ち
た
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。�

（
２
面
８
段
目
へ
続
く
）�

���

　
父
母
ら
保
護
者
の
参
列
者
は

昨
年
を
大
幅
に
上
回
り
、
二
―

四
階
席
を
埋
め
て
式
を
見
守
っ

た
。�

　
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
た
中
京

大
学
は
、
こ
と
し
創
立
五
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
記
念

す
べ
き
年
に
、
初
め
て
の
工
学

部
、
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
と

法
曹
養
成
を
目
的
と
す
る
法
科

大
学
院
、
大
学
院
情
報
科
学
研

究
科
に
メ
デ
ィ
ア
科
学
専
攻
修

士
課
程
を
開
設
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
で
中
京
大
学
は
、
十
一

学
部
、
大
学
院
九
研
究
科
に
一

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
、
一
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
を
擁
し
、
全
国
五
百

四
十
四
私
立
大
学
の
中
で
三
番

目
の
規
模
を
持
つ
総
合
大
学
に

発
展
成
長
い
た
し
ま
し
た
。
　

　
中
京
大
学
が
発
展
し
て
き
た

の
は
「
時
代
の
求
め
る
人
材
」

育
成
に
努
め
て
き
た
か
ら
で
、

来
年
度
以
降
も
商
学
部
を
時
代

に
あ
う
よ
う
改
組
す
る
ほ
か
、

新
し
い
人
間
科
学
を
追
究
す
る

学
部
を
創
設
す
る
べ
く
、
検
討

を
進
め
て
お
り
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
の
先
に
あ
る
の
は
、

厳
し
い
競
争
社
会
で
あ
り
、
個

人
の
能
力
が
厳
し
く
問
わ
れ
、

評
価
さ
れ
る
実
力
社
会
で
あ
り

ま
す
。�

　
昨
年
秋
、
本
学
で
「
日
本
人

の
活
力
」
と
題
し
て
講
演
し
た

直
木
賞
作
家
津
本
陽
さ
ん
は｢

わ

が
国
が
明
治
以
降
、
短
時
間
で

近
代
国
家
に
成
長
し
た
最
大
の

要
因
は
、
国
民
の
高
い
教
育
レ

ベ
ル
。
江
戸
時
代
、
識
字
率
は

英
国
を
抜
い
て
い
た｣

と
、
教

育
の
効
用
を
強
調
し
ま
し
た
。�

　
学
ん
だ
こ
と
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
、
大
き
な
花
が
開
く
こ

と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

建
学
の
精
神
「
学
術
と
ス
ポ
ー

ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た
れ
」
は
、

真
剣
に
学
び
、
真
剣
に
体
を
鍛

え
て
い
く
大
切
さ
を
謳
い
あ
げ

た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
は
建
学

の
精
神
の
実
践
に
努
め
、
競
争

社
会
を
生
き
抜
く
、
し
っ
か
り

し
た
基
盤
基

礎
を
つ
く
ら

れ
る
よ
う
望

ん
で
お
り
ま
す
。�

　
新
入
生
の
保
護
者
を
対
象
に

し
た
教
育
後
援
会
の
集
ま
り
が
、

四
月
一
日
、
名
古
屋
市
民
会
館

中
ホ
ー
ル
で
午
前
、
午
後
の
二

回
開
か
れ
、
計
約
千
四
百
人
が

出
席
し
た
。�

　
教
育
後
援
会
は
昨
年
度
ま
で

父
母
会
の
名
称
で
親
し
ま
れ
、

学
生
の
教
育
の
成
果
を
高
め
る

支
援
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
保

護
者
の
組
織
。
会
の
発
展
向
上

の
た
め
新
年
度
か
ら
名
称
が
変

わ
っ
た
。�

　
こ
の
日
の
会
合
で
は
、
教
育

後
援
会
の
杉
野
邦
廣
会
長
と
会

の
事
務
局
を
務
め
る
校
友
会
本

部
の
鈴
木
綱
男
本
部
長
（
学
園

理
事
）
が
挨
拶
。
会
の
活
動
と

し
て
、
①
全
国
で
教
育
懇
談
会

を
開
催
②
独
自
の
奨
学
金
制
度

を
運
営
③
成
績
優
秀
な
学
生
に

奨
励
賞
（
賞
状
と
奨
励
金
）
を

授
与
④
学
生
の
就
職
活
動
、
課

外
活
動
な
ど
へ
の
支
援
⑤
教
育

施
設
充
実
の
た
め
の
支
援
―
―

な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
し
、
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。�

　
こ
の
後
、
片
岡
秀
治
学
生
課

長
が
学
生
の
間
に
被
害
が
出
て

い
る
悪
徳
商
法
の
手
口
な
ど
を

紹
介
し
、
「
知
ら
な
い
人
に
携

帯
電
話
な
ど
の
個
人
情
報
を
無

闇
に
教
え
な
い
」
「
街
頭
で
行

っ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
に
も
注
意
」
な
ど
と
話
し
、

被
害
防
止
を
呼
び
か
け
た
。�

　
最
近
、
「
人
事
新
報
社
」
名

の
会
社
か
ら
本
学
卒
業
生
に
対

し
、
「
中
京
大
学
同
窓
名
鑑
」

発
刊
の
調
査
と
購
入
予
約
の
は

が
き
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

件
に
関
し
て
は
左
記
の
通
り
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

一
、
「
人
事
新
報
社
」
は
中
京

大
学
と
全
く
関
係
が
あ
り
ま
せ

ん
。�

二
、
中
京
大

学
は
現
在
、

こ
の
よ
う
な

調
査
は
一
切

行
っ
て
い
ま

せ
ん
。�

三
、
従
っ
て
、「
人
事
新
報
社
」

に
対
し
、
は
が
き
返
送
等
の
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

四
、
返
送
等
に
よ
り
不
利
益
を

被
っ
た
場
合
も
、
中
京
大
学
は

責
任
を
負
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。�

（
校
友
会
本
部
）�

新
入
生
の
父
母
ら
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
教
育
後
援
会
、�

円
内
は
活
動
の
内
容
を
説
明
し
て
協
力
を
呼
び
か
け
る

杉
野
邦
廣
会
長�

祝
　
辞�

梅
村
　
清
弘
総
長
・
理
事
長�

大
要�

競
争
社
会
に
向
け
力
養
え�

競
争
社
会
に
向
け
力
養
え�

希
望
満
身
に
晴
れ
の
ス
タ
ー
ト�

〝
真
剣
味
の
殿
堂
た
れ
〞体
し�

杉
野
邦
廣
会
長
が
訴
え
る�

卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ�

┐
活
動
に
理
解
と
協
力
を
└�

厳粛に�

創立�
11
学
部�

人�

大
学
院
11
研
究
科�

人�

父
母
の
参
列

前
年
上
回
る�

新
入
生
の
保
護
者
集
い
教
育
後
援
会�

┐
人
事
新
報
社
└
名
の�

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル�

に
ご
注
意
を
！�
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式
は
、
午
前
に
社
会
、
法
、

情
報
科
、
生
命
シ
ス
テ
ム
工
、

体
育
学
部
と
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学

院
研
究
科
、
午
後
に
文
、
国
際

英
語
、
心
理
、
経
済
、
経
営
、

商
学
部
と
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
科

な
ど
に
分
か
れ
て
挙
行
。
文
化

会
吹
奏
楽
団
の
演
奏
が
会
場
に

流
れ
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で

進
ん
だ
。�

　
小
川
英
次
学
長
は
式
辞
で
、

梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長
は
祝

辞
で
、
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
、

全
国
有
数
の
総
合
私
立
大
学
に

発
展
、
充
実
し
た
本
学
に
入
学

し
た
新
入
生
た
ち
の
努
力
を
称

え
、
激
励
し
た
。�

　
会
場
の
全
員
で
学
歌
を
斉
唱

し
た
後
、
本
学
混
声
合
唱
団
技

術
顧
問
の
奥
村
晃
平
さ
ん
ら
が

新
入
生
を
歓
迎
す
る
歌
を
謳
い

あ
げ
、
式
を
終
え
た
。�

　
波
瀾
万
丈
の
二
十
世
紀
は
、

数
々
の
科
学
技
術
進
歩
を
成
就

さ
せ
る
と
と
も
に
、
工
業
化
の

な
か
で
負
の
遺
産
も
造
成
さ
せ

て
き
ま
し
た
。
二
十
一
世
紀
は
、

こ
の
マ
イ
ナ
ス
部
分
を
克
服
す

る
と
い
う
重
大
な
課
題
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
課
題
解
決
の

た
め
私
達
一
人
一
人
に
は
、
創

意
工
夫
の
日
常
化
、
社
会
を
明

る
く
す
る
ユ
ー
モ
ア
の
精
神
、

美
し
い
も
の
を
美
し
い
と
思
う

鋭
い
感
性
の
発
揮
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。�

　
今
日
入
学
さ
れ
た
学
部
生
の

皆
さ
ん
は
四
年
間
わ
が
中
京
大

学
で
学
ぼ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
学
生
と
し
て
の
教
養
、
専
門

知
識
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
学
で
学
習

す
る
目
的
は
や
が
て
社
会
に
出

て
自
ら
の
人
生
を
意
義
あ
る
も

の
と
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
た

め
の
準
備
を
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
。�

　
大
学
で
の
学
習
は
一
方
的
に

講
義
を
聞
く
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
予
習
、
復
習
、
教
室
で

の
先
生
と
の
Ｑ
＆
Ａ
、
ゼ
ミ
で

の
討
議
、
友
人
と
の
議
論
、
工

場
見
学
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

企
業
調
査
、
資
格
取
得
の
た
め

の
特
別
学
習
な
ど
多
様
な
活
動

か
ら
自
ら
選
択
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
間
課
外
活
動
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
文
化
活
動

に
従
事
さ
れ
る
こ
と
も
大
切
な

選
択
で
す
。
ま
た
大
学
で
は
、

海
外
留
学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
実

践
の
機
会
も
数
々
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
申
し
上
げ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
要
は
自
ら
の
主
体

的
判
断
そ
し
て
実
行
が
大
切
で

す
。�

　
ど
う
か
実
り
あ
る
学
生
生
活

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
明
る
く

て
、
前
向
き
で
、
希
望
を
も
っ

て
前
進
し
て
く
だ
さ
い
。
大
学

は
教
職
員
一

体
と
な
っ
て

皆
さ
ん
を
支

援
し
ま
す
。�

真剣な眼差しで小川英次学長の式辞、梅村清弘総長・理事長の祝辞を聞く新入生たち�

式
　
辞�

小
川
　
英
次
学
長�

大
要�

主
体
的
に
判
断
し
実
行
を�

主
体
的
に
判
断
し
実
行
を�

学
習
、課
外
活
動
積
極
的
に�

2004年度�入学式�

周年の意気高く�

生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
、法
務
研
究
科（
　
　
）�

メ
デ
ィ
ア
科
学
専
攻
は
初
の
新
入
生
迎
え�

ロ
ー�

ス
ク
ー
ル�

1階に新1年生、2～4階に父母ら保護者を集めて行われた
2004年度の入学式（名古屋市民会館で）�

入学式を終え、大学生になった喜びをかみしめる新入生たち�

喜�び�も�い�っ�ぱ�い�
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来
年
度
予
定
さ
れ
る
本
学
商

学
部
の
総
合
政
策
学
部
へ
の
改

組
は
、
移
り
変
わ
る
今
日
の
大

学
を
象
徴
し
て
い
る
。
そ
の
商

学
部
を
母
胎
と
す
る
商
学
研
究

科
は
、
開
設
後
三
十
年
以
上
、

商
学
（
商
業
学
、
会
計
学
等
）

を
専
攻
す
る
研
究
者
や
職
業
人

を
多
数
養
成
し
て
き
た
。
し
か

し
、
商
学
部
改
組
に
伴
い
、
商

学
研
究
科
の
あ
り
方
の
問
い
直

し
も
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。�

　
以
上
の
大
学
組
織
上
の
課
題

と
は
別
に
、
大
学
院
で
の
教
育

向
上
（
院
生
の
教
養
や
思
考
力
、

論
文
作
成
力
等
の
充
実
）
は
常

に
求
め
ら
れ
る
課
題
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
大
学
へ
の
時
代
の

要
請
を
考
慮
し
て
、
着
実
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。�

▼
一
橋
大
学
商
学
部
、
一
橋       

　
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
博

　
士
課
程
。
消
費
・
物
質
文
明

　
論
。
49
歳
。�

　
情
報
技
術
は
人
間
の
生
活
文

化
に
直
接
に
関
わ
り
、
大
き
な

変
革
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
は
情

報
技
術
の
本
質
が
人
間
文
化
に

直
接
、
間
接
に
深
く
関
わ
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
情
報
技
術
と

人
間
と
の
深
い
関
わ
り
を
重
視

す
る
こ
と
を
基
礎
理
念
と
し
て
、

ち
ょ
う
ど
十
年
前
に
情
報
科
学

研
究
科
は
設
立
さ
れ
た
。
こ
の

理
念
の
正
し
さ
は
、
こ
の
た
っ

た
十
年
の
間
の
世
界
の
変
化
、

例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ウ

ェ
ブ
を
見
て
も
明
ら
か
だ
。�

　
私
達
の
情
報
科
学
研
究
科
は

こ
れ
か
ら
も
情
報
技
術
の
本
質

を
踏
ま
え
、
新
し
い
時
代
を
切

り
開
く
研
究
の
現
場
と
し
て
大

学
院
生
と
共
に
進
ん
で
行
き
た

い
。�

▼
東
京
大
学
教
育
学
研
究
科 

　
修
士
課
程
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

　
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
、
心

　
理
学
博
士
。思
考
支
援
。55
歳
。�

　
本
年
四
月
、
わ
が
国
に
お
け

る
法
曹
養
成
制
度
の
変
革
の
要

と
し
て
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
（
法
科

大
学
院
）
が
登
場
し
た
。�

　
中
京
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
（
法

務
研
究
科
）
は
時
代
を
リ
ー
ド

で
き
る
、
豊
か
な
人
間
性
や
感

性
、
幅
広
い
教
養
や
専
門
的
知

識
を
備
え
、
国
際
感
覚
と
正
義

感
に
あ
ふ
れ
る
法
曹
三
者
を
世

に
送
り
出
す
こ
と
を
使
命
と
し

て
開
校
さ
れ
た
。�

　
院
生
諸
君
は
、
法
曹
資
格
に

基
づ
く
法
律
家
（
判
・
検
事
、

弁
護
士
）
の
実
務
を
通
じ
て
、

不
正
を
糺
し
、
社
会
的
弱
者
の

救
済
を
果
た
す
と
い
う
崇
高
な

人
生
を
歩
む
た
め
に
、
在
学
中

は
渾
身
の
力
を
振
り
絞
っ
て
、

勉
学
に
集
中
し
て
貰
い
た
い
。�

▼
早
稲
田
大
学
第
一
法
学
部
、

　
同
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士

　
課
程
。
法
学
博
士
。
労
働
法

　
研
究
。
65
歳
。�

　
一
九
九
一
年
の
大
学
設
置
基

準
の
大
綱
化
以
来
、
全
国
の
大

学
か
ら
教
養
部
が
姿
を
消
し
た

が
、
本
学
は
教
養
教
育
を
担
う

組
織
と
し
て
教
養
部
を
存
続
さ

せ
た
。
大
学
教
育
に
と
っ
て
教

養
教
育
が
い
か
に
重
要
で
あ
る

か
を
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
変
化
の
激
し
い
現
代
社
会

を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
専
門

知
識
だ
け
で
な
く
、
論
理
的
な

思
考
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
培
い
、
総
合
的
な
知

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
要
請
さ

れ
る
。
こ
の
要
請
に
応
え
る
べ

く
、
教
養
部
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
革
を
行
い
、
今
年
は
二
年
目

に
あ
た
る
。
改
革
の
成
果
を
常

に
検
証
し
、
と
ど
ま
る
こ
と
な

く
更
な
る
改
革
を
追
求
し
た
い
。�

▼
東
京
教
育
大
学
文
学
部
、
同

　
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課

　
程
。
英
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
文

　
学
、
現
代
文
学
批
評
。
57
歳
。�

　
人
間
の
た
め
の
技
術
は
、
人

間
の
身
体
を
通
し
て
実
感
で
き

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
は
、
そ

の
よ
う
な
“
身
体
性
の
あ
る
技

術
”
を
理
解
し
、
開
発
し
、
応

用
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
的

と
し
て
い
る
。
新
入
生
た
ち
は
、

用
意
さ
れ
た
多
く
の
興
味
あ
る

専
門
科
目
と
最
先
端
の
実
験
設

備
に
夢
と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る

に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら

に
は
ま
ず
工
学
技
術
者
と
し
て

の
基
礎
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け

て
も
ら
い
た
い
。
学
部
が
社
会

的
な
信
頼
を
得
る
た
め
に
は
、

し
っ
か
り
し
た
基
礎
と
先
端
の

知
識
を
兼
ね
備
え
た
技
術
者
を

送
り
出
す
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。�

▼
名
古
屋
大
学
工
学
部
、
名
古

　
屋
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

　
博
士
課
程
。
工
学
博
士
。
画

　
像
情
報
処
理
。
52
歳
。�

���������

　
本
書
は
中
京
大
学
の
特
定

研
究
助
成
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
下
で
の
共
同
研
究
成
果
を
、

中
京
大
学
企
業
研
究
所
の
出

版
助
成
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

中
部
国
際
空
港
の
開
港
後
の

未
来
経
営
の
問
題
を
、
中
部

国
際
空
港
都
市
圏
の
開
発
構

想
の
未
来
と
の
関
連
で
、
そ

の
基
本
概
念
の
構
築
を
世
界

の
代
表
的
空
港
の
民
営
化
モ

デ
ル
と
都
市
／
国
家
の
構
造

改
革
の
視
点
で
現
地
検
証
し

て
い
る
。
空
港
を
技
術
文
明

だ
け
で
は
な
く
、
都
市
文
化

の
戦
略
的
経
営
の
視
点
か
ら

捉
え
直
し
、
新
産
業
起
こ
し

の
多
国
籍
企
業
の
戦
略
拠
点

と
す
る
、
大
学
と
社
会
と
を

結
ぶ
提
言
で
も
あ
る
。�

　
著
者
は
、
経
営
学
部
教
授
、

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
科
教
授
。
文
眞
堂
刊
。

四
六
五
㌻
。
本
体
価
格
三
、

五
〇
〇
円
。�

���

　
本
書
は
、
京
都
の
日
文
研

（
山
折
哲
男
所
長
）で
行
わ
れ

た
共
同
研
究
会
の
成
果
で
、

日
本
帝
国
と
は
ど
の
よ
う
な

国
家
で
あ
っ
た
の
か
を
植
民

地
法
か
ら
論
じ
る
こ
と
を
テ

ー
マ
と
し
て
い
る
。特
に
、国

民
を
定
義
す
る
国
籍
法
、
法

一
般
を
作
り
出
し
運
用
す
る

規
範
と
し
て
の
憲
法
、
市
民

的
近
代
法
制
の
中
核
と
な
る

民
事
法
と
刑
事
法
・
裁
判
制

度
、
そ
し
て
社
会
と
国
家
を

結
び
つ
け
る
参
政
権
と
徴
兵

制
関
連
法
令
が
焦
点
と
な
る
。�

　
朝
鮮
人
や
台
湾
人
を
も
包

摂
し
て
い
た
日
本
帝
国
と
は

ど
の
よ
う
な
国
家
で
あ
っ
た

の
か
、
観
念
や
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
に
惑
わ
さ
れ
ず
乾
い
た
手

つ
き
で
腑
分
け
し
な
が
ら
、

支
配
の
功
罪
の
背
後
に
あ
る

国
家
と
社
会
の
構
造
的
性
格

に
迫
る
。�

　
共
編
著
者
は
教
養
部
助
教

授
。
信
山
社
刊
。
四
六
三
㌻
。

本
体
価
格
四
、
七
〇
〇
円
。�

（
６
面
７
段
目
へ
続
く
）�

著�
書�
著�
書�

空
港
文
化
・
新
企
業

戦
略�―空

の
民
営
街
道
論
―�

村
山
　
元
英
著�

植
民
地
帝
国
日
本

の
法
的
構
造�

�

浅
野
　
豊
美
他
編
著�

生命システム工学部長�長谷川純一�

新
時
代
切
り
開
こ
う�

基礎固めて先端も�

教養部長�酒井　正志�
更なる教養改革を�

情
報
科
学
研
究
科
長�

三
宅
　
芳
雄�

教
育
の
向
上
、着
実
に�

商
学
研
究
科
長�

田
中
　
　
譲�

院
生
は
勉
学
一
途
に�

法
務
研
究
科
長（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）�

橋
詰
　
洋
三�

教養部も�
　
研
究
科
に
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー�
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四
月
一
日
付
で
、
心
理
、
社
会
、
商
、
情
報
科
、
新
設
の
生
命

シ
ス
テ
ム
工
の
五
学
部
と
教
養
部
で
新
し
い
学
部
長（
教
養
部
長
）

が
就
任
し
た
。
ま
た
、
大
学
院
は
商
学
、
情
報
科
学
と
新
設
の
法

務
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
の
三
研
究
科
で
新
し
い
研
究
科
長
が
就
任

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
学
部
や
研
究
科
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
抱
負
を

聞
い
た
。
（
敬
称
略
）�

　
「
心
の
時
代
」
と
言
わ
れ
る

今
日
、
心
理
の
専
門
職
を
志
す

若
者
は
多
い
。
実
際
に
心
理
学

を
活
か
す
仕
事
は
公
務
員
・
民

間
を
問
わ
ず
、
い
ろ
い
ろ
と
あ

る
が
、
志
を
貫
く
者
が
四
年
を

終
え
た
時
に
少
な
い
の
は
残
念

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
勉

学
だ
け
が
大
学
生
活
の
全
て
で

は
な
い
が
、
社
会
に
貢
献
し
よ

う
と
思
っ
た
志
を
果
た
せ
る
よ

う
に
準
備
す
る
努
力
を
す
る
こ

と
も
学
生
に
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
学
生
諸
君
か
ら

も
、
こ
の
目
的
の
た
め
の
要
望

が
あ
れ
ば
申
し
出
て
い
た
だ
き

た
い
。心
理
学
部
は
、キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

学
生
の
将
来
計
画
の
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

▼
早
稲
田
大
学
文
学
部
、
同
大

　
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
。

　
医
学
博
士
。
臨
床
心
理
学
・

　
健
康
心
理
学
。
61
歳
。�

　
社
会
学
部
は
、
二
〇
〇
二
年

に
「
市
民
社
会
」
を
柱
と
す
る

新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
活
性
化
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
、
市
民
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
知
識
と
技
能
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
標
に
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
あ
る
。
専
門
的
な
知
識

を
振
り
回
し
た
り
、
特
別
な
地

位
か
ら
あ
れ
こ
れ
指
図
す
る
の

で
な
く
、
た
っ
た
ひ
と
つ
の
か

け
が
え
の
な
い
生
を
生
き
る
一

人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
に
親
し
み
、

人
々
と
と
も
に
よ
り
よ
い
社
会

を
築
く
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
。
社
会
学
部
教
員
は
、
君
た

ち
の
在
学
中
は
も
ち
ろ
ん
、
卒

業
し
て
か
ら
も
よ
り
よ
い
未
来

へ
向
け
て
と
も
に
歩
ん
で
い
く
。�

▼
埼
玉
大
学
教
養
学
部
、
東
京

　
都
立
大
学
社
会
科
学
研
究
科

　
博
士
課
程
。
文
学
修
士
。
文

　
化
人
類
学
。
52
歳
。�

　
商
学
部
を
改
組
転
換
し
、
総

合
政
策
学
部
の
設
立
に
向
け
て

の
大
き
な
節
目
と
な
る
の
が
二

〇
〇
四
年
度
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
商
学
部
の
課
題
は
二
重

で
、
商
学
部
に
入
学
し
た
学
生

に
対
し
て
五
十
年
近
く
積
み
上

げ
ら
れ
て
き
た
研
究
・
教
育
上

の
成
果
に
た
ち
、
そ
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
伝
え
て
い
く
こ
と
、
そ

し
て
総
合
政
策
学
部
へ
の
ス
ム

ー
ス
な
立
ち
上
が
り
に
向
け
て

の
準
備
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。�

　
総
合
政
策
学
部
へ
の
完
璧
な

移
行
に
は
数
年
を
要
し
、
こ
の

二
重
の
課
題
も
今
、
し
ば
ら
く

続
く
こ
と
に
な
る
。
商
学
部
に

お
け
る
教
育
も
認
識
論
重
視
か

ら
政
策
論
重
視
へ
と
シ
フ
ト
す

る
こ
と
も
望
ま
れ
よ
う
。�

▼
立
命
館
大
学
経
営
学
部
、
同

　
大
学
院
経
営
学
研
究
科
博
士

　
課
程
。経
営
学
修
士
。
経
営
学
、

　
人
事
管
理
論
。49
歳
。�

　
学
部
発
足
か
ら
十
五
年
目
を

迎
え
て
三
学
科
を
擁
す
る
立
派

な
学
部
に
育
っ
た
。
こ
れ
ま
で

四
千
名
の
学
生
諸
君
を
迎
え
、

社
会
に
送
り
出
し
て
き
た
。
時

を
経
て
今
年
度
、
も
う
一
つ
情

報
系
学
部
が
生
ま
れ
、
い
よ
い

よ
本
格
的
理
工
系
学
部
群
の
旗

色
を
鮮
明
に
す
る
改
革
準
備
に

着
い
て
い
る
。
受
験
生
、
産
業

社
会
に
形
・
質
と
も
に
分
か
り

易
い
学
部
に
姿
を
変
え
、
強
く

ア
ピ
ー
ル
（
産
学
連
携
）
し
て

い
こ
う
と
具
体
策
を
錬
っ
て
い

る
。
日
進
月
歩
の
Ｉ
Ｔ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
技
術
の
次
代
を
リ
ー

ド
す
る
ス
キ
ル
発
信
と
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
人
材
輩
出
を
学
生
諸
君

と
一
丸
で
進
め
て
い
き
た
い
。�

▼
名
古
屋
大
学
大
学
院
工
学
研

　
究
科
博
士
課
程
。
工
学
博
士
。

　
名
大
助
手
、
名
市
工
研
。
日

　
本
顔
学
会
理
事
、
画
像
処
理

　
基
礎
理
論
と
応
用
。
56
歳
。�

4 年�度�002
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献
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材
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境
問
題
と
消
費
者
保
護
」「
消

費
者
行
動
と
消
費
者
教
育
」

の
四
部
構
成
で
、
計
十
三
の

論
文
を
収
納
し
て
い
る
。�

　
呉
氏
は
教
養
部
教
授
。
成

文
堂
刊
。
三
六
六
㌻
。�

��������
�

　
急
速
な
勢
い
で
進
展
す
る

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

情
報
技
術
の
発
達
に
伴
い
、

日
本
企
業
の
経
営
者
は
新
た

な
戦
略
を
模
索
し
て
い
る
。

本
書
は
経
済
発
展
の
著
し
い

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
企

業
の
経
営
活
動
に
注
目
し
、

現
地
の
日
系
企
業
の
経
営
者

お
よ
び
関
係
機
関
の
ト
ッ
プ

三
十
八
氏
に
対
し
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
試
み
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
今
後
の
あ
る
べ

き
日
本
企
業
の
姿
を
論
及
し

た
も
の
で
あ
る
。�

　
著
者
は
経
営
学
部
教
授
。

中
京
大
学
企
業
研
究
所
刊
。

三
二
六
㌻
。�

�������

　
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
中
国

へ
の
日
本
企
業
の
進
出
ラ
ッ

シ
ュ
は
凄
ま
じ
い
。
従
来
の

中
国
進
出
で
は
、
輸
出
基
地

作
り
の
動
機
が
強
か
っ
た
。

今
日
で
は
、
中
国
で
も
の
を

作
っ
て
中
国
で
売
る
と
い
う

真
の
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に
日
本

企
業
は
乗
り
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
、
従
来

中
国
に
持
ち
こ
ん
だ
日
本
的

経
営
方
式
で
は
、
成
功
し
な

い
。
こ
れ
に
気
が
つ
い
た
日

本
企
業
は
、
目
下
、
中
国
市

場
販
売
を
目
指
し
て
、
経
営

改
革
に
取
り
組
み
始
め
た
。�

追
求
す
べ
き
改
革
の
基
本
的

方
向
は
経
営
現
地
化
で
あ
る
。

本
著
は
、
こ
の
改
革
の
現
状

を
、
実
態
調
査
を
通
じ
て
明

ら
か
に
し
た
。�

　
著
者
は
経
営
学
部
教
授
。

中
京
大
学
企
業
研
究
所
刊
。

二
四
九
㌻
。�

（
８
面
７
段
目
へ
続
く
）��

　
文
化
会
は
五
月
十
五
日
、
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
４
３
１
教
室

で
文
化
会
創
立
五
十
周
年
記
念

講
演
会
を
開
催
し
た
。�

　
本
学
の
学
生
だ
け
で
な
く
、

市
民
に
も
公
開
し
た
。
講
師
に

お
呼
び
し
た
体
育
学
部
Ｏ
Ｂ
の

多
田
木
亮
佑
さ
ん
は
、
劇
団「
少

年
ボ
ー
イ
ズ
」を
設
立
し
て
主

宰
す
る
一
方
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

「
中
学
生
日
記
」の
先
生
役
で

人
気
を
得
て
、
最
近
で
は
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
の
レ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。�

　
多
田
木
さ
ん
は
「
あ
な
た
の

将
来
　
僕
の
あ
ら
す
じ
」
の
テ

ー
マ
で
、
自
分
が
こ
れ
ま
で
多

く
の
チ
ャ
ン
ス
に
出
会
っ
て
き

た
こ
と
、
俳
優
の
道
に
進
む
こ

と
に
な
っ
た
経
緯
等
を
述
べ
た

上
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
方

が
あ
る
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
が

存
在
す
る
と
語
っ
た
。
ま
た
、

聴
講
者
か
ら
の
質
問
に
応
じ
る

時
間
も
あ
り
、
各
質
問
に
丁
寧

に
返
答
し
た
。�

　
時
々
会
場
か
ら
は
笑
い
声
が

お
き
、
明
る
い
雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
講
演
会
と
な
っ
た
。�

（
学
術
委
員
長
・
蔵
川
隆
幸
）�

　
環
境
保
全
委
員
会
主
催
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
「
エ
コ
・
ウ
イ
ー

ク
」
が
、
四
月
十
二
日
か
ら
一

週
間
行
わ
れ
た
。�

　
環
境
保
全
委
員
会
は
、
文
化

会
、
体
育
会
、
大
学
祭
実
行
委

員
会
の
学
生
た
ち
と
学
生
課
の

職
員
で
組
織
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内

や
周
辺
の
美
化
を
目
的
に
活
動

し
て
い
る
。�

　
エ
コ
・
ウ
イ
ー
ク
は
毎
年
春

と
秋
の
二
回
開
催
。
今
回
は
延

べ
百
六
人
が
参
加
し
た
。
学
生

た
ち
は
朝
の
通
学
時
間
帯
に
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
玄
関
前
や
西
門
に

立
ち
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
内

が
禁
煙
で
あ
る
こ
と
や
歩
行
喫

煙
の
防
止
な
ど
を
訴
え
た
。
ま

た
、
ゴ
ミ
分
別
の
徹
底
な
ど
を

お
願
い
し
た
。�

　
学
生
課
の
職
員
も
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
を
回
り
、
館
内
全
面
禁

煙
や
迷
惑
喫
煙
の
防
止
な
ど
の

周
知
を
図
っ
た
。�

　
三
月
三
十
、
三
十
一
の
両
日
、

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
・
生
命
シ
ス

テ
ム
工
学
部
棟
の
教
室
で
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
認
定
ア
ソ
シ
エ
イ

ト
資
格（
Ｍ
Ｃ
Ａ
）の
一
つ
「
Ｍ

Ｃ
Ａ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
の
ベ
ー

タ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
認
定
試
験

が
行
わ
れ
た
。�

　
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
Ｉ
Ｔ
の
プ
ロ
を

認
定
す
る
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社

の
資
格
制
度
。
今
回
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
、
社
会
問
題
化
し
て

い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス

な
ど
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
守

る
知
識
と
技
術
の
修
得
が

目
的
。
同
社
派
遣
の
講
師

が
二
日
間
講
義
を
行
い
、

二
日
目
に
認
定
試
験
が
あ
っ
た
。�

　
本
学
は
今
年
三
月
、
日
本
の

大
学
で
初
め
て
Ｍ
Ｃ
Ａ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
認
定
さ
れ
、

四
月
に
「
Ｍ
Ｃ
Ａ
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
」
資
格
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

た
た
め
、
同
社
と
共
同
で
開
催
。

今
回
は
受
講
、
試
験
と
も
無
料

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
情
報
科

学
部
を
中
心
に
三
百
四
十
五
人

か
ら
申
し
込
み
が
あ
っ
た
が
、

教
室
や
講
師
の
都
合
で
就
職
活

動
前
の
学
生
中
心
に
百
七
十
八

人
に
限
定
し
て
実
施
さ
れ
た
。�

　
担
当
し
た
情
報
科
学
部
の
磯

直
行
助
教
授
は「
予
想
を
は
る

か
に
上
回
る
学
生
が
集
ま
っ
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
重
要
さ
や
就
職
活
動
へ
の
効

果
を
十
分
理
解
し
て
い
る
証
拠
。

二
割
余
の
学
生
が
合
格
し
、
こ

ち
ら
も
予
想
以
上
だ
っ
た
」と

話
し
て
い
る
。�

著�
書�
著�
書�

講演する多田木さん�

登校する学生にキャンパスの美化を呼びか
ける環境保全委員会のメンバー�

Ｍ
Ｃ
Ａ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
資
格
取
得
を
目
指

し
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
学
生
た
ち�

中
京
大
学�

企
業
研
究
叢
書 

第
７
号�

日
本
企
業
の�

東
ア
ジ
ア
戦
略�

�

―
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
サ
ー

　
ベ
イ
を
通
し
て
見
た 

日
本
企
業
―  

　
　�

中
垣 

昇
著�

中
京
大
学�

企
業
研
究
叢
書 

第
８
号�

中
国
に
お
け
る�

　
日
系
企
業
の�

　
　
経
営
現
地
化�

古
田 

秋
太
郎
著�

コンピュータウィルスなど防護�

ＭＣＡセキュリティ�
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
認
定
の
Ｉ
Ｔ
資
格�

┐
つ
ね
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
を
└�

豊田で実習、試験�

予想を上回る参加�

環境美化を訴える�

多
田
木
亮
佑
さ
ん�

┐
中
学
生
日
記
└�

体
育
学
部
Ｏ
Ｂ�

中 京 大 学 広 報� 2004年6月7日（月）�（７）�第140号�



���������

　
本
書
は
、
二
部
構
成
と
な

っ
て
お
り
、
第
一
部
「
情
報

処
理
の
基
礎
」
で
は
、
経
済

学
や
情
報
処
理
の
根
底
に
あ

る
二
値
論
理
と
そ
の
直
接
的

応
用
で
あ
る
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

第
二
部
「
情
報
処
理
の
応
用
」

で
は
、
経
済
学
初
学
者
を
対

象
と
し
た
検
定
理
論
、
ゲ
ー

ム
理
論
及
び
季
節
調
整
法
に

関
し
て
、Visual Basic

を
用

い
た
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
を

作
成
し
、
さ
ら
に
そ
の
作
成

技
法
を
解
説
し
て
い
る
。
こ

の
作
成
技
法
の
解
説
は
、
実

際
の
シ
ス
テ
ム
作
成
に
即
し

た
技
法
解
説
で
あ
り
、
付
属

CD-ROM

に
収
め
ら
れ
た
本

書
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
照
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、

新
た
な
支
援
シ
ス
テ
ム
作
成

の
際
に
も
効
果
的
に
利
用
で�

き
る
よ
う
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
。�

　
編
著
者
は
経
済
学
部
教
授
。

中
京
大
学
経
済
学
部
付
属
経

済
研
究
所
刊
。
一
四
六
㌻
。�

���������

　
社
会
科
学
研
究
所
の
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
《
消
費

者
問
題
と
消
費
者
被
害
救
済

の
研
究
》
の
六
年
間
に
わ
た

り
計
二
十
九
回
に
及
ん
だ
研

究
会
の
成
果
を
集
約
。
前
半

は
昨
春
、
『
消
費
者
問
題
と

消
費
者
政
策
』
（
社
研
叢
書

12
）
と
題
し
成
文
堂
か
ら
刊

行
さ
れ
た
が
、
本
書
は
そ
の

後
半
で
あ
る
。�

　
本
書
は
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

ー
・
シ
チ
ズ
ン
の
視
点
か
ら
、

消
費
者
保
護
の
実
効
策
を
学

際
的
な
研
究
を
通
し
て
多
面

的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
も
の

で
あ
る
。「
消
費
者
運
動
と

消
費
者
保
護
」「
水
産
物
の

安
全
性
と
消
費
者
保
護
」「
環�

（
７
面
７
段
目
へ
続
く
）�

　
今
年
の
テ
ー
マ
『
嵐
〜
大
学

祭
を
巻
き
起
こ
せ
!!
〜
』
に
は
、

皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
り
勢
い
を

増
し
て
い
く
大
学
祭
、
勢
い
の

あ
る
中
京
大
学
祭
に
し
た
い
と

い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。�

　
大
学
祭
で
は
誰
も
が
主
役
で

す
。
来
場
し
た
一
人
ひ
と
り
が

「
大
学
祭
」
と
い
う
嵐
を
巻
き

起
こ
し
、
周
り
の
人
を
も
巻
き

込
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
っ

て
大
き
な
大
学
祭
に
し
て
い
き

た
い
と
実
行
委
員
一
同
考
え
て

い
ま
す
。�

　
来
場
し
た
中
京
大
生
、
地
域

住
民
や
一
般
の
方
に
も
、
大
学

祭
と
い
う
空
間
で
、
楽
し
さ
・

嬉
し
さ
・
喜
び
・
出
会
い
な
ど
、
様
々
な
も
の
を
見
つ
け
て
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。�

　
中
京
大
学
と
よ
た
祭
は
、
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
年
で

十
一
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
の
大
学
祭
の

テ
ー
マ
は
『
零
（
ゼ
ロ
）
』
。

過
去
十
回
の
伝
統
を
守
り
つ
つ
、

初
心
に
か
え
っ
て
新
た
な
気
持

ち
で
大
学
祭
を
創
っ
て
い
こ
う

と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。�

　
来
場
者
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
ブ
ー
ス
出
店
や
有
志
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
大

学
祭
の
参
加
者
も
例
年
以
上
に

盛
り
上
が
っ
て
、
存
分
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
新
鮮
味
溢
れ
る
大
学
祭
を

め
ざ
し
て
、
ま
た
皆
様
に
と
っ

て
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
に
な
る

よ
う
に
、
実
行
委
員
一
同
、
全

力
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。�

著�
書�
著�
書�

テ
ー
マ
決
ま
る�

中
京
大
学
経
済
学
部
付
属

経
済
研
究
所
研
究
叢
書�

第
10
輯�

�

初
等
数
量
経
済
分
析�

の
た
め
の
教
育
方
法�

�V
isual Basic

を
利
用
し
て�

中
山
　
惠
子
他
編
著�

中
京
大
学�

社
会
科
学
研
究
所
叢
書
14�

消
費
者
問
題
と�

　
　
消
費
者
保
護�

�

中
京
大
学
社
会
科
学

研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

編
集
代
表  

呉  

世
煌�

周
囲
を
巻
き
込
む�

勢
い
あ
る
祭
り
を�

実
行
委
員
長�

清
田
加
奈
子�

初
心
に
か
え
っ
て�

新
鮮
味
出
し
ま
す�

実
行
委
員
長�

谷
口
　
雄
一�

大学祭実行委員会役員（敬称略）� 名古屋�第51回�
テーマ�
�

前夜祭�

本　祭�

豊　田�第11回�
テーマ�
�

前夜祭�

本　祭�

実行委員長・清田加奈子（商４）▽副実行委員長・松本一
孝（心理３）▽会計･長谷川真希（言語表現２）▽広報・堀
田あす香（国文３）▽企画・大森風見子（心理２）、河合初
枝（心理２）、小見山真里（心理２）、田際沙織（法律２）、
西野真弘（心理２）、山内優子（心理２）▽音響・稲垣朋美
（国文３）�

実行委員長・谷口雄一（社会３）▽監査・奥田健作（社会４）、
早川彰吾（メディア４）▽運営局長・早瀬光浩（情報４）▽
情宣局長・城島健二（社会3）▽企画局長・中村裕（メディ
ア３）▽運営統括・関憲太郎（メディア３）▽情宣統括・張
昌輝（メディア3）▽企画統括・松尾和樹（社会３）▽総務・
清水昇平（社会２）▽ブース・山本愛（社会２）▽会計・上
村将由（社会2）▽広報・佐藤奈苗（社会２）、谷充男（社
会２）▽ステージ・二ノ宮弘大（社会２）、渡辺勲（認知２）
▽渉外・井上未香子（社会２）、小沢了一（メディア２）▽編
集・藤本光志（メディア２）▽ＨＰ・杉浦由華（情報２）▽美
術/大道具・安井裕子（社会２）▽イベント・田邊昭裕（メデ
ィア２）、丹羽授（社会２）▽記念品・三宅亘（社会２）�

名古屋キャンパス�

豊田キャンパス�

大�
学�

祭�

実
行
委�
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一
方
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

完
成
し
た
の
は
、
生
命
シ
ス
テ

ム
工
学
部
の
建
物
。
五
階
建
て

の
17
号
館
（
教
室
・
実
験
棟
）

と
八
階
建
て
の
18
号
館
（
研
究

棟
）
の
二
棟
か
ら
成
り
、
新
し

い
学
問
分
野
で
あ
る
「
生
命
と

身
体
性
を
尊
ぶ
技
術
」
を
学
ぶ

新
学
部
に
ふ
さ
わ
し
い
先
端
施

設
・
設
備
が
全
館
に
満
ち
て
い

る
。
延
べ
床
面
積
八
、
一
二
三

平
方
㍍
。�

　
そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
と
―

―
。
人
工
的
に
様
々
な
気
象
条

件
を
作
り
出
す
人
工
気
候
室
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
フ
ォ
ー
ム
分

析
な
ど
に
威
力
を
発
揮
す
る
モ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
実
験

装
置
、
パ
ソ
コ
ン
で
動
き
を
制

御
で
き
る
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
（
人

間
型
）ロ
ボ
ッ
ト
、
閉
じ
ら
れ

た
部
屋
の
中
に
仮
想
的
空
間
を

作
り
出
す
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
実
験
装
置
、
百
九
十
一
台

の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
パ
ソ
コ
ン
や

九
十
七
台
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
備
え
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
演
習
室
―
―
。
生
命

シ
ス
テ
ム
工
学
部
の
学
生
は
一
、

二
年
次
か
ら
こ
う
し
た
先
端
的

な
施
設
・
設
備
を
使
っ
て
、「
人

間
行
動
」「
生
命
機
械
」
「
生

命
情
報
」
の
新
し
い
工
学
を
学

ぶ
。�

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に

完
成
し
た
の
は
、
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
な
ど
の
大
学
院
を

中
心
と
し
た
教
育
棟
「
ア

ネ
ッ
ク
ス
」
。
本
学
の
創

立
五
十
周
年
を
記
念
し
、

Anniversary of Excellence�

（
知
の
記
念
祭
）
＝「annex

」

と
名
付
け
ら
れ
た
。�

　
地
上
八
階
、
地
下
二
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
六
、
九
六
九
平
方

㍍
。
大
小
の
教
室
、
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
室
、
完
全
Ｉ
Ｔ
対
応
の
模
擬

法
廷
教
室
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
対
応

の
自
習
室
、
円
卓
法
廷
教
室
、

図
書
室
な
ど
を
備
え
、
法
曹
養

成
研
究
所
も
入
っ
て
い
る
。�

　
場
所
は
山
手
通
り
を
挟
ん
だ

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
反
対
側
で
、

十
月
六
日
に
延
伸
開
通
す
る
名

古
屋
市
営
地
下
鉄
名
城
線
の
八

事
新
駅
か
ら
直
接
出
入
り
で
き
、

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
と
も
地
下
コ
ン

コ
ー
ス
で
結
ば
れ
る
。�

　
名
古
屋
、
豊
田

両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、

新
し
い
教
育
棟
が

そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
、

四
月
か
ら
使
用
さ

れ
て
い
る
。�

　
私
ど
も
、
水
谷
研
治
教
授
、

中
垣
昇
教
授
、中
條
秀
治
教
授
、

そ
し
て
村
山
元
英
は
、
二
〇
〇

二
年
度
・
中
京
大
学
特
定
研
究

助
成
の
下
で
、【
地
元
の
空
港

／
世
界
の
空
港
】の
共
同
研
究

を
し
ま
し
た
。
本
研
究
は
、
中

部
国
際
空
港
を
一
つ
の
多
国
籍

企
業
と
み
な
し
て
、
世
界
の
主

要
空
港
を
現
地
検
証
し
て
、
地

域
、
行
政
、
会
社
が
一
体
化
し

た
「
新
・
企
業
戦
略
」
の
提
言

と
、
名
古
屋
・
中
部
圏
を
機
軸

と
す
る
日
本
の
構
造
改
革
の
た

め
の
「
〝
空
の
民
営
宿
場
論
〞

／
街
道
論
」
の
構
築
を
め
ざ
す
、

世
界
一
周
の
大
研
究
で
し
た
。�

　
ア
メ
リ
カ
本
土
の
空
港
研
究

で
は
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
開
発

と
名
古
屋
空
港
の
存
続
」
を
可

能
に
す
る
世
界
の
〝
都
市
モ
デ

ル
〞
を
模
索
し
て
み
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
は
、
「
空

港
都
市
圏
開
発
と
空
港
経
営
の

民
営
化
」を
模
索
し
ま
し
た
。

東
南
ア
ジ
ア
の
諸
空
港
で
は
、

追
い
上
げ
の「
国
家
戦
略
と
脱

欧
米
化
の
空
港
戦
略
」を
学
び

ま
し
た
。
中
国
で
は
、
急
速
な

「
空
港
大
開
発
と
人
的
資
源
開

発
」の
戦
略
的
実
態
を
、
韓
国

で
は
、「
東
ア
ジ
ア
経
済
圏
構

想
と
空
港
民
営
化
の
方
向
」を

研
究
し
ま
し
た
。�

　
世
界
の
空
港
研
究
の
最
終
目

標
は
、
中
部
国
際
空
港
の
開
港

後
の
、「
空
港
民
営
化
の
本
格

的
イ
メ
ー
ジ
」と
、
名
古
屋
を

中
心
と
す
る「
空
港
都
市
圏
の

未
来
」を
、
世
界
の
主
要
空
港

の
〝
経
験
モ
デ
ル
〞
に
求
め
る

こ
と
で
す
。
本
研
究
の
採
用
し

た
地
域
ぐ
る
み
の「
円
卓
フ
ォ

ー
ラ
ム
型
」の
研
究
方
法
論
は
、

中
京
大
学
が
地
域
社
会
と
の

間
で
の「
際
崩
し
・
橋
架
け
」

の
〝
研
究
モ
デ
ル
〞
の
開
発

実
験
と
も
な
り
ま

し
た
。
内
外
の
多

く
の
人
々
や
組
織

に
支
え
ら
れ
た
背

景
が
、
こ
の
共
同

研
究
を
持
続
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。（
５

面
の
著
書
欄
で
筆

者
の
関
連
著
書
を

紹
介
）�

生命システム工学部棟（左が教室・実験
棟、右が研究棟）�

コンピュータ演習室�

㊧
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど

大
学
院
が
中
心
の
「
ア

ネ
ッ
ク
ス
」�

㊤
模
擬
法
廷
教
室
も

完
備�

ビ
ジ
ネ
ス
・
ジ
ェ
ッ
ト

の
研
究
の
た
め
、ワ

シ
ン
ト
ン
・
ダ
ラ
ス

空
港
を
視
察
し
た

村
山
教
授�

中
部
国
際
空
港
を
超
え
て
！�

―
「
空
の
民
営
宿
場
論
」の
研
究
―�

村
山
　
元
英�
経
営
学
部
教
授�

名古屋�名古屋�

┐
ア
ネ
ッ
ク
ス
└
ビ
ル�

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の�

豊 田�豊 田�

生
命
シ
ス
テ
ム

工
学
部
棟�

先
端
設
備
を
そ
ろ
え
た�
名
古
屋
に
…
　
　
豊
田
に
…�

新
教
育
棟
が
完
成�
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本
書
は
、
『
太
平
記
』
研

究
者
で
あ
る
文
学
部
日
本
文

学
科
の
長
谷
川
端
教
授
の
古

稀
を
祝
っ
て
、
知
人
・
教
え

子
が
寄
せ
た
論
文
三
十
編
と

二
種
の
資
料
の
影
印
・
飜
刻

と
か
ら
成
る
。�

　
ま
ず
、
『
太
平
記
』
に
関

わ
る
十
五
編
の
論
文
は
、
思

想
・
説
話
・
登
場
人
物
論
・

伝
承
・
注
釈
・
受
容
史
に
関

わ
る
も
の
な
ど
多
彩
で
あ
る
。

近
年
、
日
本
史
研
究
者
か
ら

も
注
目
さ
れ
て
い
る
『
太
平

記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』
を
扱

っ
た
三
本
の
論
文
は
出
色
で

あ
り
、
ま
た
、
こ
の
時
代
に

お
け
る
日
本
と
朝
鮮
半
島
に

お
け
る
異
文
化
受
容
の
相
違

も
説
か
れ
、
編
集
に
た
ず
さ

わ
っ
た
人
々
の
広
い
視
野
を

感
じ
さ
せ
る
。
京
都
の
尼
寺
、

三
時
知
恩
寺
蔵
の
『
太
平
記

絵
巻
』
の
素
晴
ら
し
さ
に
は

驚
か
さ
れ
る
。�

　
新
典
社
刊
。
七
一
〇
㌻
。

本
体
価
格
二
一
、
〇
〇
〇
円
。�

　
本
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル（
大
学

院
法
務
研
究
科
）の
開
校
式
と

開
校
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
が
四
月
五

日
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
挑
戦
し
、

入
学
を
勝
ち
取
っ
た
院
生
三
十

八
人
が
三
年
後
の
司
法
試
験
合

格
を
目
指
し
、
勉
学
の
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。�

　
開
校
式
は
完
成
し
た
ば
か
り

の
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
ネ

ッ
ク
ス（
大
学
院
棟
）
の
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
小
川
英
次
学
長

と
橋
詰
洋
三
研
究
科
長
が
、緊

張
し
た
面
持
ち
で
式
に
臨
ん
だ

院
生
た
ち
に
、
徹
底
し
た
少
人

数
教
育
、
優
秀
な
実
務
家
教
員

の
多
用
、
勉
学
本
位
の
教
育
環

境
な
ど
本
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の

特
長
を
説
明
し
、「
後
は
皆
さ

ん
の
頑
張
り
だ
け
。
努
力
に
努

力
を
重
ね
て
全
員
合
格
を
」と

激
励
し
た
。�

　
来
賓
の
大
塚
清
明
名
古
屋
地

検
検
事
正
、
梅
村
清
弘
総
長
・

理
事
長
、
全
教
員
も
出
席
し
て

見
守
る
中
、
院
生
を
代
表
し
て

鈴
木
大
資
さ
ん（
中
央
大
学
卒
、

本
学
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
）が
「
三
十
八
人
が
励
ま
し

合
い
一
人
残
ら
ず
合
格
で
き
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
」と
力
強
く

決
意
表
明
を
行
っ
た
。�

　
三
十
八
人（
男
性
二
十
二
人
、

女
性
十
六
人
）の
出
身
大
学
は

北
海
道
大
、
東
京
大
、
名
古
屋

大
、
九
州
大
な
ど
全
国
に
及
び
、

年
齢
も
二
十
二
歳
か
ら
四
十
四

歳
と
幅
広
く
、
三
分
の
二
強
の

二
十
六
人
が
社
会
人
の
経
験
者
。�

　
樽
本
英
信
名
誉
教
授（
号
・

樹
邨
、
元
文
学
部
教
授
）は
、

社
団
法
人
日
展
か
ら
二
〇
〇
四

年
度
の
審
査
員（
五
科
書
道
）

を
任
命
さ
れ
た
。�

　
今
回
が
三
回
目
の
審
査
員
の

た
め
、
会
員
か
ら
日
展
評
議
員

と
な
る
。�

　
樽
本
名
誉
教
授
は
、
日
本
を

代
表
す
る
「
現
代
書
道
二
十
人

展
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
活

躍
し
て
い
る
。�

　
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
校
を
関

係
各
界
の
市
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
祝

賀
パ
ー
テ
ィ
は
、
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
近
く
の
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
、
二
百
五
十
人
が
出
席
し
た
。�

　
小
川
学
長
、
梅
村
総
長
、
橋

詰
研
究
科
長
が
社
会
と
院
生
の

期
待
に
応
え
る
法
曹
養
成
の
決

意
を
披
露
。大
塚
清
明
名
古
屋

地
検
検
事
正
と
小
川
宏
嗣
名
古

屋
弁
護
士
会
長
か
ら
祝
辞
が
あ

っ
た
後
、元
検
事
総
長
の
土
肥

孝
治
・
客
員
教
授
の
音
頭
で
乾

杯
、
懇
談
の
輪
が
広
が
っ
た
。�

　
院
生
三
十
八
人
も
出
席
。
会

の
途
中
で
も
各
界
代
表
の
皆
さ

ん
か
ら
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
期

待
と
院
生
を
励
ま
す
祝
辞
が
寄

せ
ら
れ
た
。�

　
最
後
に
客
員
教
授
を
務
め
る

民
事
訴
訟
法
、
被
害
者
学
の
そ

れ
ぞ
れ
第
一
人
者
、
宮
澤
浩
一

慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
と
鈴

木
重
勝
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

が
決
意
を
述
べ
、
会
を
終
え
た
。�

　
本
学
は
、
全
開
講
科
目
を
対

象
に
、
学
生
に
よ
る
授
業
改
善

の
た
め
の
第
一
回
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
。�

　
学
長
を
委
員
長
に
二
〇
〇
一

年
度
設
置
し
た
Ｆ
Ｄ（
教
員
の

教
育
能
力
の
向
上
）小
委
員
会

が
諸
準
備
を
進
め
、「
授
業
改

善
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」実

行
委
員
会（
学
長
を
委
員
長
に

各
学
部
長
・
教
養
部
長
で
構
成
）

が
二
〇
〇
三
年
度
秋
学
期
の
開

講
科
目
に
つ
い
て
行
っ
た
。�

　
設
問
は
十
九
項
目
で
、
う
ち

十
七
項

目
は
五

段
階
評

価
で
回

答
を
求

め
、
他
に
自
由
記
述
欄
を
設
け

た
。
内
容
は
、
授
業
内
容
に
魅

力
を
感
じ
た
か
、
教
材
は
適
切

だ
っ
た
か
、
担
当
教
員
の
熱
意

を
感
じ
た
か
、
教
員
と
学
生
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
活
発

だ
っ
た
か
―
―
な
ど
。�

　
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
集

計
し
た
上
で
担
当
教
員
に
い
っ

た
ん
返
却
し
、「
教
員
に
よ
る

自
己
評
価
・
自
由
記
述
欄
」に

記
入
し
て
提
出
し
て
も
ら
っ
た
。�

　
実
行
委
員
会
は
今
年
度
、
Ｆ

Ｄ
・
教
育
改
革
委
員
会
に
名
称

を
変
え
、
Ｆ
Ｄ
活
動
の
企
画
・

推
進
・
そ
の
他
教
育
改
革
全
般

に
つ
い
て
検
討
・
総
括
を
進
め

る
こ
と
と
し
、
第
二
回
ア
ン
ケ

ー
ト
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。�

　
点
字
の
試
験
で
本
学
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
に
合
格
し
た
視
覚
障
害

の
院
生
が
、
弁
護
士
を
目
指
し

て
勉
学
に
励
ん
で
い
る
。�

　
名
古
屋
大
学
出
身
、
三
十
六

歳
の
田
中
伸
明
さ
ん
。
視
野
が

狭
ま
る
難
病
「
網
膜
色
素
変
性

症
」
を
患
っ
た
た
め
、「
光
を

失
っ
て
も
続
け
ら
れ
る
仕
事
を
」

と
大
学
二
年
の
時
工
学
部
か
ら

法
学
部
に
移
り
、
卒
業
後
、
司

法
試
験
に
十
回
挑
戦
。
し
か
し
、

点
字
の
合
格
者

は
過
去
に
二
人

だ
け
と
い
う
超

難
関
を
突
き
破

る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。�

　
視
力
は
現
在
、「
周
辺
部
分

が
か
す
か
に
見
え
る
程
度
」。

田
中
さ
ん
は
、
教
材
を
特
殊
な

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
で
音
声
化
す

る
な
ど
し
て
勉
学
し
て
い
る
。�

　
授
業
開
始
の
二
時
間
前
に
は

登
校
す
る
な
ど
人
一
倍
頑
張
る

田
中
さ
ん
に
、
他
の
院
生
た
ち

も
刺
激
を
受
け
、
励
ま
し
合
う

一
方
、
教
材
の
パ
ソ
コ
ン
入
力

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。�

　
田
中
さ
ん
の
挑
戦
は
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
で
も
報
道
さ
れ
た
。

田
中
さ
ん
は「
障
害
者
や
弱
者

の
立
場
に
た
つ
弁
護
士
に
な
り

た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。�

著�
書�
著�
書�

全国から集まった新入生を迎えて行われた
ロースクールの開校式（アネックスホールで）�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の

取
材
を
受
け
る

田
中
さ
ん（
右
）�

司
法
試
験
合
格
へ
邁
進�

ハ
ン
デ
ィ
乗
り
越
え�

弱
者
救
う
弁
護
士
目
指
す�

論
集�

　
太
平
記
の
時
代�

�

長
谷
川
　
端
編
著�

樽
本
名
誉
教
授�

ロースクール始動�

全
国
か
ら
や
る
気
の
　
人（
　
　
　
）�

う
ち
　
人
が�

社
会
人
経
験�

各
界
二
百
五
十
人

祝
賀
会
で
励
ま
す�

学
生
が
授
業
全
科
目
を
評
価�

改
善
へ
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施�

日
展
審
査
・
評
議
員
に�
樽
本
英
信�

名
誉
教
授�

視
覚
障
害
の
田
中
伸
明
さ
ん�
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財
務
部
財
務
課�

大
野
　
謙
一�

（
お
お
の
・
け
ん
い
ち
）�

▼
大
阪
大
学
大
学
院
▼
31

歳�情
報
セ
ン
タ
ー
事
務
室�

松
川
　
正
幸�

（
ま
つ
か
わ
・
ま
さ
ゆ
き
）�

▼
愛
知
教
育
大
学
▼
34
歳�

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー�

寺
本
　
慎
也�

（
て
ら
も
と
・
し
ん
や
）�

▼
立
命
館
大
学
▼
29
歳�

�

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー�

加
藤
　
浩
二�

（
か
と
う
・
こ
う
じ
）�

▼
中
京
大
学
▼
22
歳�

��

教
授
　
熊
田
　
裕
之�

（
く
ま
た
・
ひ
ろ
ゆ
き
）�

▼
環
境
と

法
▼
中
央

大
学
・
法

学
研
究
科

博
士
課
程
▼
49
歳�

教
授
　
三
枝
　
有�

（
さ
え
ぐ
さ
・
た
も
つ
）�

▼
刑
法
▼

中
京
大
学

・
法
学
研

究
科
修
士

課
程
▼
49
歳�

教
授
　
平
井
　
一
雄�

（
ひ
ら
い

・
か
ず
お
）�

▼
民
法
Ⅰ

▼
中
央
大

学
・
法
学
研
究
科
博
士
課
程
▼

69
歳�

教
授
　
橋
本
　
恭
宏�

（
は
し
も
と
・
や
す
ひ
ろ
）�

▼
民
法
Ⅱ

▼
明
治
大

学
・
法
学

研
究
科
博

士
課
程
▼
法
学
博
士
▼
56
歳�

教
授
　
横
尾
　
日
出
雄�

（
よ
こ
お
・
ひ
で
お
）�

▼
憲
法
Ⅰ

▼
中
央
大

学
・
法
学

研
究
科
博

士
課
程
▼
46
歳�

教
授
　
奥
野
　
久
雄�

（
お
く
の

・
ひ
さ
お
）�

▼
民
法
演

習
▼
関
西

大
学
・
法
学
研
究
科
博
士
課
程

▼
53
歳�

教
授
　
澤
田
　
省
三�

（
さ
わ
だ
・
し
ょ
う
ぞ
う
）�

▼
民
法
Ⅳ

▼
関
西
大

学･

法
学
部

▼
68
歳�

教
授
　
並
木
　
茂�

（
な
み
き
・
し
げ
る
）�

▼
民
事
訴

訟
法
▼
中

央
大
学･

法

学
部
▼
70

歳�教
授
　
峯
　
　
二
郎�

（
み
ね
さ
き
・
じ
ろ
う
）�

▼
企
業
法

務
基
礎
▼

鹿
児
島
大

学･

文
理
学

部
▼
62
歳�

教
授
　
小
栗
　
孝
夫�

（
お
ぐ
り
・
た
か
お
）�

▼
刑
事
弁

護
士
論
▼

東
京
大
学･

法
学
部
▼

68
歳�

教
授
　
冨
島
　
照
男�（

と
み
し

ま
・
て
る

お
）�

▼
民
事
弁

護
士
論
▼
早
稲
田
大
学
・
法
学

研
究
科
修
士
課
程
▼
69
歳�

教
授
　
松
永
　
眞
明�

（
ま
つ
な
が
・
し
ん
め
い
）�

▼
刑
事
裁

判
官
論
▼

名
古
屋
大

学
・
法
学

研
究
科
修
士
課
程
▼
58
歳�

教
授
　
加
納
　
駿
亮�

（
か
の
う
・
し
ゅ
ん
す
け
）�

▼
検
察
官

論
▼
早
稲

田
大
学･

第

一
法
学
部

▼
61
歳�

　
本
学
園
の
理
事
に
四
月
一
日

付
で
鈴
木
綱
男
、
鬼
頭
俊
二
両

氏
が
選
任
さ
れ
た
。�

　
鈴
木
理
事
は
一
九
七
一
年
本

学
文
学
部
心
理
学
科
卒
。
八
〇

年
採
用
、
入
試
渉
外
室
長
な
ど

を
経
て
、
九
一
年
事
務
局
長
、

〇
二
年
学
園
渉
外
部
長
兼
校
友

会
本
部
長
兼
附
属
中
京
高
校
学

監
。
四
月
一
日
学
園
渉
外
部
長

を
解
き
、
渉
外
・
広
報
法
人
本

部
長
を
兼
務
。�

　
鬼
頭
理
事
は
一
九
七
三
年
一

橋
大
学
商
学
部
卒
。
八
五
年
採

用
、
九
四
年
か
ら
学
園
財
務
部

長
兼
大
学
財
務
部
長
。
四
月
一

日
財
務
法
人
本
部
長
を
兼
務
。�

　
本
学
園
は
四
月
一
日
付
で
元

教
授
五
氏
に
中
京
大
学
名
誉
教

授
の
称
号
を
授
与
し
た
。�

　
い
ず
れ
も
三
月
三
十
一
日
付

で
定
年
退
職
さ
れ
た
、
藤
澤
弘

昌
（
文
学
部
）
、
石
堂
功
卓
（
法

学
部
）
、
木
村
吉
次
（
体
育
学

部
）
、
武
田
徹
（
体
育
学
部
）
、

前
川
漸
（
教
養
部
）
の
元
教
授
。

名
誉
教
授
の
称
号
授
与
は
こ
れ

で
六
十
二
人
と
な
っ
た
。�

　
校
友
会
本
部
は
、
中
京
大
学

教
育
後
援
会
（
旧
父
母
会
）
と

中
京
大
学
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
一
新
し
、
六
月
一
日
に

公
開
し
た
。�

　
教
育
後
援
会
員
や
同
窓
会
員

の
皆
様
に
、
よ
り
木
目
細
か
な

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
、
新
着
情
報
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
満
載
。

同
窓
会
員
の
住
所
変
更
が
、
Ｗ

ｅ
ｂ
上
で
本
人
に
よ
り
訂
正
で

き
る
機
能
も
追
加
し
た
。�

　
ア
ド
レ
ス
は
右
の
写
真
下
に
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

法
務
研
究
科（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）�

部
署
、氏
名
、学
歴
、年
齢�

４
月
１
日
付�

事
務
職
新
任
は
　
人�

新
任
教
員
を
紹
介
し
ま
す�

藤澤  弘昌氏�

鈴木  綱男氏�

鬼頭  俊二氏�

石堂  功卓氏�

木村  吉次氏�

武田  徹氏�

前川  漸氏�

教育後援会�

同　窓　会�

鈴
木 

綱
男
、 

鬼
頭 

俊
二
氏�

学
園
理
事
に
　
氏
新
任�

元教授�氏�
名誉教授に�

教
育
後
援
会
と
同
窓
会�

各
種
情
報
を
満
載�

ホ�

ー�

ム�

ペ�

ー�

ジ�

を
一
新�
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��

教
授
　
奥
野
　
信
宏�

（
お
く
の
・
の
ぶ
ひ
ろ
）▼
経

済
学
概
論

▼
京
都
大

学
・
農
学
研

究
科
修
士

課
程
▼
経
済
学
博
士
▼
59
歳�

講
師
　
古
川
　
章
好�

（
ふ
る
か
わ
・
あ
き
よ
し
）�

▼
財
政
の

仕
組
み
▼

名
古
屋
市

立
大
学
・

経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
▼
博

士
（
経
済
学
）
▼
30
歳�

講
師
　
小
林
　
照
義�

（
こ
ば
や
し
・
て
る
よ
し
）�

▼
国
際
金

融
論
▼
名

古
屋
大
学
・

経
済
学
研

究
科
博
士
課
程
▼
博
士
▼
27
歳�

�

� ��

講
師
　
　
竹
　
由
明�

（
と
く
た
け
・
よ
し
あ
き
）�

▼
中
世
文

学
を
読
む

Ⅰ
▼
慶
應

義
塾
大
学
・

文
学
研
究
科
博
士
課
程
▼
32
歳�

��

講
師
　
甘
露
　
純
規�

（
か
ん
ろ
・
じ
ゅ
ん
き
）�

▼
教
職
総

合
演
習
Ⅰ

・
Ⅱ
▼
名

古
屋
大
学

・
文
学
研
究
科
博
士
課
程
▼
博

士
（
文
学
）
▼
33
歳�

��
教
授
　
平
川
　
宗
信�

（
ひ
ら
か
わ
・
む
ね
の
ぶ
）�

▼
刑
法
▼

東
京
大
学

・
法
学
部

Ⅰ
類
▼
59

歳�
��

助
教
授
　
佐
道
　
明
広�（

さ
ど
う
・

あ
き
ひ
ろ
）�

▼
国
際
関

係
論
▼
東

京
都
立
大
学
・
社
会
科
学
研
究

科
博
士
課
程
▼
博
士（
政
治
学
）

▼
45
歳�

��

助
教
授
　
濱
川
　
礼�（

は
ま
か
わ

・
れ
い
）�

▼
代
数
と

幾
何
Ⅰ
Ａ

▼
東
京
大
学
・
工
学
部
▼
46
歳�

講
師
　
青
木
　
公
也�

（
あ
お
き
・
き
み
や
）�

▼
電
子
回

路
Ⅰ
▼
慶

應
義
塾
大

学
・
理
工
学

研
究
科
博
士
課
程
▼
博
士
（
工

学
）
▼
31
歳�

��

教
授
　
筧
　
一
彦�

（
か
け
ひ
・
か
ず
ひ
こ
）�

▼
言
語
と

開
発
▼
早

稲
田
大
学

・
理
工
学

研
究
科
修
士
課
程
▼
博
士
（
工

学
）
▼
62
歳�

��

講
師
　
安
達
　
隆
博�

（
あ
だ
ち
・
た
か
ひ
ろ
）�

▼
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
▼

九
州
大
学

・
人
間
環

境
学
府
博
士
課
程
▼
28
歳�

講
師
　
中
本
　
光
彦�

（
な
か
も
と
・
み
つ
ひ
こ
）�

▼
ラ
グ
ビ

ー
▼
筑
波

大
学
・
体

育
研
究
科

修
士
課
程
▼
26
歳�

���
講
師
　
長
澤
　
省
吾�

（
な
が
さ
わ
・
せ
い
ご
）�

▼
水
泳
▼

中
京
大
学

・
体
育
学

研
究
科
修

士
課
程
▼
31
歳�

講
師
　
和
光
　
理
奈�

（
わ
こ
う
・
り
な
）�

▼
舞
踊
▼

筑
波
大
学

・
体
育
研

究
科
修
士

課
程
▼
30
歳�

���

教
授
　
種
田
　
行
男�

（
お
い
だ
・
ゆ
き
お
）�

▼
健
康
工

学
▼
中
京

大
学
・
体
育

学
研
究
科

修
士
課
程
▼
医
学
博
士
▼
48
歳�

教
授
　
矢
内
　
利
政�

（
や
な
い
・
と
し
ま
さ
）�

▼
バ
イ
オ

メ
カ
ニ
ク

ス
Ⅰ
▼
米

国
ア
イ
オ

ワ
大
学
・
運
動
科
学
学
科
博
士

課
程
▼Doctor of Philosophy

（

Ph D

）
▼
39
歳�

教
授
　
舟
橋
　
康
行�（

ふ
な
は
し・

や
す
ゆ
き
）�

▼
解
析
学

▼
名
古
屋

大
学
・
工
学
研
究
科
博
士
課
程

▼
工
学
博
士
▼
63
歳�

教
授
　
井
口
　
弘
和�

（
い
ぐ
ち
・
ひ
ろ
か
ず
）�

▼
幾
何
学

▼
東
京
理

科
大
学
・

理
工
学
部

▼
工
学
博
士
▼
52
歳�

教
授
　
長
谷
川
　
明
生�

（
は
せ
が
わ
・
あ
き
う
み
）�

▼
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開

発
技
術
▼

名
古
屋
大

学
・
理
学
研
究
科
修
士
課
程
▼

理
学
博
士
▼
50
歳�

教
授
　
目
加
田
　
慶
人�

（
め
か
だ
・
よ
し
と
）�

▼
研
究
リ

テ
ラ
シ
ー

Ⅰ
▼
名
古

屋
大
学
・

工
学
研
究
科
博
士
課
程
▼
博
士

（
工
学
）
▼
35
歳�

教
授
　
野
浪
　
亨�

（
の
な
み
・
と
お
る
）�

▼
材
料
科

学
▼
名
古

屋
工
業
大

学
・
工
学

研
究
科
修
士
課
程
▼
工
学
博
士

▼
44
歳�

助
教
授
　
森
島
　
昭
男�

（
も
り
し
ま
・
あ
き
お
）�

▼
マ
ン
マ

シ
ン
イ
ン

タ
ー
フ
ェ

ー
ス
▼
東

京
工
業
大
学
・
理
工
学
研
究
科

博
士
課
程
▼
博
士（
工
学
）
▼

39
歳�

助
教
授
　
王
　
建
国�

（
お
う
・
け
ん
こ
く
）�

▼
シ
ス
テ

ム
論
▼
名

古
屋
大
学

・
経
済
学

研
究
科
博
士
課
程
▼
41
歳�

講
師
　
加
納
　
政
芳�

（
か
の
う
・
ま
さ
よ
し
）�

▼
デ
ー
タ

構
造
と
ア

ル
ゴ
リ
ズ

ム
▼
名
古

屋
工
業
大
学
・
工
学
研
究
科
博

士
課
程
▼
博
士（
工
学
）▼
27
歳�

講
師
　
石
原
　
彰
人�

（
い
し
は
ら
・
あ
き
と
）�

▼
数
値
シ

ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
▼

豊
橋
技
術

科
学
大
学
・
工
学
研
究
科
博
士

課
程
▼
博
士
（
工
学
）
▼
32
歳�

助
手
　
王

　
軍
虎�

（
お
う
・
ぐ

ん
こ
）�

▼
東
邦
大

学
・
理
学
研
究
科
博
士
課
程
▼

博
士
（
理
学
）
▼
35
歳�

助
手
　
西
井
　
匠�

（
に
し
い
・
た
く
み
）�

▼
中
京
大

学
・
体
育

学
研
究
科

博
士
課
程

▼
31
歳�

助
手
　
宮
阪
　
健
夫�

（
み
や
さ
か
・
た
け
お
）�

▼
中
京
大

学
・
情
報

科
学
研
究

科
博
士
課

程
▼
博
士（
情
報
科
学
）▼
28
歳�

助
手
　
針
本
　
哲
宏�

（
は
り
も
と
・
て
つ
ひ
ろ
）�

▼
豊
橋
技

術
科
学
大

学
・
工
学

研
究
科
修

士
課
程
▼
24
歳�

助
手
　
稲
葉
　
洋�

（
い
な
ば
・
ひ
ろ
し
）�

▼
中
京
大

学
・
情
報

科
学
研
究

科
博
士
課

程
▼
29
歳�

��

講
師
　
風
間
　
孝�

（
か
ざ
ま
・
た
か
し
）�

▼
女
性
学

▼
東
京
大

学
・
総
合

文
化
研
究

科
博
士
課
程
▼
36
歳�

文
学
部 

日
本
文
学
科�

文
学
部 

言
語
表
現
学
科�

経
済
学
部 

経
済
学
科�

法
学
部 

法
律
学
科�

商
学
部 

商
学
科�

情
報
科
学
部 

情
報
科
学
科�

情
報
科
学
部 

認
知
科
学
科�

体
育
学
部 

体
育
科
学
科�

体
育
学
部 

健
康
科
学
科�

生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部�

身
体
シ
ス
テ
ム
工
学
科�

教
養
部�

所
属
、職
位
、氏
名
、担
当
、学
歴
、年
齢�

４
月
１
日
付�
新
任
教
員
を
紹
介
し
ま
す�

益
々
充
実
、本
学
の
指
導
陣�

気
鋭
の
　
人
、期
待
の
着
任�
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二
〇
〇
四
年
度
か
ら
履
修
登

録
し
た
科
目
の
変
更
（
追
加
、

削
除
）
が
、
一
定
期
間
内
に
限

り
、
一
部
の
科
目
を
除
い
て
ほ

ぼ
自
由
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。�

　
登
録
し
た
後
、
勉
学
の
方
向

を
変
え
た
り
、
一
度
授
業
に
出

て
自
分
の
考
え
て
い
た
科
目
内

容
な
ど
と
違
う
こ
と
が
分
か
っ

た
―
―
な
ど
の
理
由
で
、
履
修

登
録
の
変
更
を
希
望
す
る
学
生

が
こ
れ
ま
で
に
も
い
た
が
、
履

修
上
の
エ
ラ
ー
以
外
、
認
め
て

い
な
か
っ
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ

ム「
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
キ
ュ
ー

ビ
ッ
ク
ス
）」

に
よ
る
学

生
サ
ー
ビ

ス
が
充
実
、

そ
の
一
環

と
し
て
こ
の
春
学
期
か
ら
変
更

を
ほ
ぼ
自
由
に
認
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。�

　
変
更
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
。

た
だ
し
、
履
修
登
録
者
数
が
上

限
に
達
し
て
い
る
場
合
な
ど
に

は
登
録
科
目
の
追
加
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
。�

　
椙
山
女
学
園
大
学
の
学
生
が
、

愛
知
県
内
各
大
学
の
男
子
学
生

の
好
感
度
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
試
み
た
。
三
月
十
四

日
付
の
中
日
新
聞
で
報
道
さ
れ

た
、
そ
の
結
果
は
、
「
彼
氏
に

す
る
な
ら
…
…
中
京
大
生
」
。�

　
調
査
し
た
の
は
、
椙
山
女
学

園
大
学
人
間
関
係
学
部
の
教
育

学
専
攻
の
学
生
。
卒
業
論
文
を

ま
と
め
る
た
め
に
実
施
、
同
大

学
の
一
年
生
に
各
大
学
の
印
象

の
ほ
か
、
「
『
彼
氏
が
こ
の
大

学
だ
っ
た
ら
い
い
な
』
と
思
う

大
学
」
「
『
こ
の
大
学
出
身
の

人
と
結
婚
し
た
い
』
と
思
う
大

学
」
な
ど
を
聞
き
、
百
一
人
か

ら
回
答
を
得
た
。�

　
結
果
は
、
中
京
大
学
の
プ
ラ

ス
イ
メ
ー
ジ
が
最
も
高
く
、
次

い
で
南
山
大
学
、
名
古
屋
大
学

…
…
。「（
中
京
大
学
は
）
設
備
、

立
地
の
ほ
か
、
男
子
学
生
の
お

し
ゃ
れ
度
で
も
最
も
高
い
〝
支

持
率
〞
を
得
た
」と
報
じ
て
い
る
。�

　
新
聞
は
、
別
の

学
生
が
行
っ
た
名

古
屋
市
各
区
の
好

感
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果（
一

番
・
千
種
区
）
も
掲
載
し
て
お

り
、「
彼
氏
に
す
る
な
ら
」「
千

種
在
住
の
中
京
大
生
？
」と
見

出
し
を
付
け
て
い
る
。�

合計�

大学院学生�
研究科� 専攻�

修士課程� 博士課程� 専門職学位課程�
1年次� 2年次� 1年次� 2年次� 1年次�3年次�

外国人留学生�

計�

国際英語�
文�

学部等�

心理�
社会�
法�
経済�
経営�
商�
情報科�

体育�

正規生�
学部�大学院�

研究生�
学部�大学院�

ビジネス・イノベ�
ーション研究科�

法務�

生命システム工�

学部学生�
学科�学部� 1年次� 2年次� 3年次� 4年次� 合計�

中日新聞が大きく報道　（３月14日付）�

履
修
登
録
し
た
科
目
の
変
更�

女
子
大
学
ゼ
ミ
生
の
卒
論
調
査�

本
学
の
学
生
数�

５
月
１
日
現
在�

カ
ッ
コ
内
は
女
子
内
数�

愛
知
県
内
の
大
学
で�

好
感
度
ト
ッ
プ�

本�
学�
男�

子�

学�

生�

Ｗｅ
ｂ
上
で
出
来
ま
す�

本学の�
プラスイメージ�
を高く評価�

学部  　　　人、大学院は　　人�

留学生は　　人�
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二
〇
〇
四
年
度
交
換
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
本
学
が
海

外
に
派
遣
す
る
学
生
・
そ
の
派

遣
先
と
、
本
学
が
受
け
入
れ
る

留
学
生
が
決
定
し
た
。�

　
派
遣
す
る
留
学
生
は
、
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
点
数
と
学
内
面
接
に

よ
り
選
考
し
た
十
一
人
。
開
設

三
年
目
の
国
際
英
語
学
部
の
学

生
が
そ
の
う
ち
八
人
（
い
ず
れ

も
三
年
生
）
を
占
め
た
。
派
遣

先
は
い
ず
れ
も
米
国
の
大
学
で
、

八
月
か
ら
来
年
五
月
ま
で
の
十

カ
月
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
科

目
を
中
心
に
履
修
す
る
。�

　
受
け
入
れ
る
留
学
生
は
、
米

国
を
中
心
に
六
カ
国
か
ら
二
十

二
人
。
交
換
留
学
制
度
を
ス
タ

ー
ト
し
て
八
年
に
な
る
が
、
二

十
人
を
超
え
た
の
は
初
め
て
。

今
回
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ

ー
か
ら
初
の
留
学
生
も
受
け
入

れ
た
。
留
学
期
間
は
四
月
か
ら

十
二
月
ま
で
。
特
徴
的
な
の
は
、

昨
年
度
一
人
だ
っ
た
米
国
ニ
ュ

ー
メ
キ
シ
コ
州
立
大
学
か
ら
、

一
度
に
五
人
も
の
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
（
国

際
留
学
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を

利
用
し
た
留
学
生
が
訪
れ
た
点
。

Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
全
体
で
も
、
一
大
学

が
他
国
の
特
定
大
学
に
数
人
も

派
遣
す
る
こ
と
は
珍
し
い
と
い

う
。�

　
国
際
セ
ン

タ
ー
で
は
、

八
年
前
か
ら

一
貫
し
て
、

交
換
留
学
生

一
人
ひ
と
り

に
徹
底
し
た

履
修
相
談
、

施
設
の
案
内
、

教
員
へ
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
こ
の
本
学
独
自
の
受
け

入
れ
シ
ス
テ
ム
が
海
外
諸
大
学

か
ら
評
価
さ
れ
た
、
と
分
析
し

て
い
る
。�

����

　
国
際
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
さ

ら
に
派
遣
先
大
学
を
開
拓
す
る

と
と
も
に
、
現
在
交
換
留
学
を

行
っ
て
い
る
大
学
と
の
信
頼
関

係
を
強
化
し
、
派
遣
と
受
け
入

れ
が
互
い
に
複
数
名
に
ま
で
な

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
の
推
進

を
考
え
て
い
る
。�

　
国
際
的
な
学
生
交
換
留
学
推

進
機
関
・
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
（
本
部
・

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
）
の
機

関
紙
に
、
今
年
二
月
一
日
に
病

気
で
亡
く
な
っ
た
元
本
学
園
国

際
交
流
部
長
兼
本
学
国
際
セ
ン

タ
ー
課
長
・
関
敦
さ
ん
（
享
年

五
十
歳
）
の
追
悼
文
が
大
き
く

掲
載
さ
れ
た
。�

　
関
さ
ん
は
、
本
学
の
国
際
化

推
進
に
事
務
局
の
責
任
者
と
し

て
尽
力
、
一
九
九
五
年
、
日
本

の
大
学
で
初
め
て
本
学
が
Ｉ
Ｓ

Ｅ
Ｐ
加
盟
校
に
な
る

な
ど
多
大
な
業
績
を

残
さ
れ
た
。�

　
追
悼
文
は
「ISEP 

Update

」
二
月
号
一

面
の
ほ
ぼ
全
部
を
使

い
、
関
さ
ん
の
写
真

と
と
も
に
、
Ｍ
・
Ａ
・

グ
ラ
ン
ト
理
事
長
の
署
名
で
掲

載
さ
れ
た
。「
関
さ
ん
へ
の
賛
辞
」

と
題
さ
れ
、悲
し
み
の
極
み
と

い
う
表
現
で
逝
去
を
悼
み
、
Ｉ

Ｓ
Ｅ
Ｐ
加
盟
に
奔
走
し
た
功
績

を
称
え
て
い
る
。�

　
ま
た
、
本
学
が
受
け
入
れ
る

留
学
生
一
人
ひ
と
り
に
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
と
も
言
え
る
時
間
割

を
作
り
、
勉
学
を
支
援
す
る
本

学
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

た
功
績
な
ど
を
挙
げ
て
称
賛
と

謝
辞
の
言
葉
を
記
し
て
い
る
。�

留学先・氏名（敬称略）・所属学科/学年�

母校・国籍・氏名（敬称略）�

アグネススコット大学�
（アメリカ）�
シーナ・モア�
ケネソー州立大学�
（アメリカ）�

ジョッシュ・カニングハム�
タンペレ工科大学�
（フィンランド）�
ヤニ・ソイラ�
オウル大学�
（フィンランド）�
サミ・レイノ�
トュルク大学�
（フィンランド）�
ミイア・サイニオ�
フランシュ・コンテ大学�
（フランス）�

ステファン・ヴィレメノット�
リール大学�
（ベルギー）�

ローランス・ドゥムステイエ�
カリフォルニア州立大学�
チコ校（アメリカ）�
クリストファー・レイク�
グリフィス大学�
（オーストラリア）�
ケイシー・マコリフ�
東亜大学校�
（韓国）�
ユナ・ガン�

ノースカロライナ大学�
（アメリカ）�

ローレン・スピード�

クレムソン大学�
（アメリカ）�

ノエル・サキービック�
サンノゼ州立大学�
（アメリカ）�

ユージン・クルーロー�
アイオワ大学�
（アメリカ）�
リチャード・リー�
テネシー大学�
（アメリカ）�

コリー・デュプレイ�
テネシー大学�
（アメリカ）�

トレイシー・フーピンガーナー�
ニューメキシコ州立大学�
（アメリカ）�

アダム・ヌーンチェスター�
ニューメキシコ州立大学�
（アメリカ）�

ヘクター・クルーズ�
ニューメキシコ州立大学�
（アメリカ）�

ランディー・ラーチャー�
ニューメキシコ州立大学�
（アメリカ）�

ロバート・ゴンザレス�

カンザス州立大学�
（アメリカ）�

ジョン・ハーダー�

ニューメキシコ州立大学�
（アメリカ）�

ジーナ・ペパーサック�

エンポリア州立大学�
成田真衣子（国際英語３）�

サウスウェストミズーリ州立大学�
加藤　純（国際英語３）�

ニューメキシコ州立大学�
小塚麻耶（国際英語３）�

テネシー大学ノックスビル校�
金子友美（国際英語３）�

ウェストジョージア州立大学�
木村真紀（国際英語３）�

ユタ大学�
堀　涼子（国際英語３）�

ボール州立大学�
宮野　恵（国際英語３）�

ウィットワースカレッジ�
佐藤詠子（国際英語３）�

イーストテネシー州立大学�
五藤芙美（心理４）�

サウスイーストアラスカ大学�
横山真優（法律４）�

クラリオン大学�
国分鉄平（英文４）�

8月、全員が�
アメリカへ�

ＩＳＥＰ機関紙の一面記事�
関さんを追悼し、功績を讃えている�

勢
ぞ
ろ
い
し
た
海
外
か
ら
の

留
学
生
と
派
遣
の
中
京
大
生
、

右
端
は
吉
川
寛
・
国
際
セ
ン
タ

ー
所
長� 交�換�留�学�生�

海外で本学の評価高く�

フ
ラ
ン
ス
、ベ
ル
ギ
ー
か
ら
は
初�

元
本
学
園
の
国
際
交
流
部
長�

┐
留
学
生
支
援
の
功
績
大
└�

Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
・
グ
ラ
ン
ト
理
事
長�

受
け
入
れ
、最
多
の
　
ヵ
国
　
人�

6

22

本
学
か
ら

派
遣
11
人�

今
後
も
派
遣
先

大
学
を
増
や
す�

関
　
敦
さ
ん（
　
　
）を
称
賛�

本
年
２
月�

病

死

�
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受
験
生
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開

放
し
、
中
京
大
学
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
企
画
「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
、
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス

は
七
月
二

十
四
日
・

二
十
五
日
に
、

豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
は

七
月
十
八

日
に
開
催

す
る
。�

　
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、

模
擬
講
義
や
学
部
の
概
要
説
明

を
教
員
が
行
う
。就
職
・
留
学
な

ど
の
担
当
部
署
職
員
と
の
面
談

や
、図
書
館
・
情
報
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
施
設
見
学
も
で
き
る
。�

　
今
回
は
、
昨
年
好
評
だ
っ
た

学
科
別
教
員
と
の
面
談
コ
ー
ナ

ー
に
学
部
生
・
大
学
院
生
を
増

員
。
中
京
大
生
か
ら
授
業
や
学

生
生
活
な
ど
の
身
近
な
話
を
直

接
、
十
二
分
に
聴
く
こ
と
が
で

き
る
。�

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
今

年
四
月
開
設
の
生
命
シ
ス
テ
ム

工
学
部
実
験
棟
の
ほ
か
、
大
学

の
施
設
と
し
て
は
珍
し
い
全
面

人
工
芝
の
野
球
場
・
サ
ッ
カ
ー

場
・
ラ
グ
ビ
ー
場
や
、
五
十
㍍

の
プ
ー
ル
な
ど
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
施
設
も
見
学
で
き
る
。�

　
参
加
自
由
、
予
約
不
要
。
保

護
者
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。�

※特Ⅰは一芸一能推薦、特Ⅱは指定校推薦、特Ⅲは専門高校特別推薦で、特Ⅱについては記載しておりませんので入試要項を参照してください。�

教職員と気軽に話し合う高校生たち�
（昨年7月、名古屋で）　�

模
擬
講
義
や
施
設
見
学
の�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス�
模
擬
講
義
や
施
設
見
学
の�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス�

予
約
は
不
要�

　入学願書や各種資料の請
求は、携帯電話・インターネット・
電話・はがきでできます。�
※願書の発送は9月以降。�
�

モバイル�
http://m.chukyo-u.ac.jp/�
携帯電話から資料請求がで
きます。インターネット接続サ
ービスで上記アドレスを入力し
てください。情報料は無料で
すが、各社が定めるパケット
通信料等がかかります。�
�

ホームページ�
http://www.chukyo-u.ac.jp
からNet Campusへ。�
※internet Ｅxplorer5.0以上�

入学願書や�
資料の請求�

文
・
国
際
英
語
・
心
理
・
法
・�

経
済
・
経
営
・
総
合
政
策�

（
'05
年
４
月
開
設
）
学
部�

7�
月�
24�
・�
25�
日�
土�

日�

社
会
・
情
報
科
・
生
命
シ
ス�

テ
ム
工
・
体
育
学
部�

日�

7�
月�
18�
日�

名

古

屋

�

キ
ャ
ン
パ
ス�

豊

　

田�

キ
ャ
ン
パ
ス�
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進
学
相
談
会
な
ど
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
情
報
や
、
中
京
大
学
に

関
す
る
最
新
の
情
報
、
多
角
的

に
分
析
し
た
入
試
情
報
な
ど
を

Ｅ
メ
ー
ル
で
発
信
す
る
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
。
申
し
込
み
受
付
中

で
す
。
携
帯
電
話
で
の
メ
ー
ル

の
受
け
取
り
も
可
。�

　
各
学
部
・
学
科
の
特
色
や
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
、
各
教
員
の
研
究
内
容
を

紹
介
す
る
「
教
員
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
」
や
、
身
近
な
話
題
や
若
者

の
関
心
を
惹
く
エ
ッ
セ
イ
を
綴

っ
た
「
教
職
員
コ
ラ
ム
」の
コ

ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
る
。
コ
ラ

ム
で
は
、
教
員
ら
の
人
間
味
溢

れ
る
一
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
。�

�������

　
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
入
試
に
関
す
る

疑
問
点
に
個
別
に
対
応
す
る「
入

学
試
験
質
問
フ
ォ
ー
ム
」を
六

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
質
問

の
受
け
付
け
は
毎
週
金
・
土
・

日
曜
日
。

オ
ー
プ

ン
キ
ャ

ン
パ
ス

や
全
国

進
学
相

談
会
な

ど
に
参

加
で
き
な
か
っ
た
人
や
、
参
加

後
新
た
な
質
問
が
出
て
き
た
人

な
ど
は
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。�

　
入
試
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
や
、

受
験
生
か
ら
頻
繁
に
質
問
さ
れ

る
事
項
に
つ
い
て
の
回
答
を
掲

載
し
た
「
入
試
ア
ド
バ
イ
ス
お

よ
び
Ｑ
＆
Ａ
」
も
、
６
月
か
ら

開
始
す
る
予
定
。�

　受験生向けホームペー
ジ「Net Campus」がこの４月
にリニューアルし、一層充
実した。�
　入試の情報のほか、カリ

キュラムの内容、就職支援
体制、資格取得状況、キャ
ンパス紹介など、中京大学
に関する情報や話題を満
載している。�

�

地区� 開催日�開催地� 会　場� 地区� 開催地� 会　場�
愛知県� 土�豊橋�豊橋グランドホテル�

月�名古屋�吹上ホール�
火�名古屋�ナゴヤドーム�
土�名古屋�中小企業振興会館�
金�名古屋�愛知県中小企業センター�
土�名古屋�名古屋国際会議場�
日�名古屋�名古屋国際会議場�
土�豊橋�豊橋グランドホテル�
土�名古屋�愛知県中小企業センター�
土�四日市�じばさん三重�
木� 津� プラザ洞津�
土� 津� ホテルグリーンパーク津�
土�四日市�じばさん三重�

三重県�

日� 姫路�ホテルサンガーデン姫路�

土�大阪�大阪城ホール�

日� 京都�ぱ・る・るプラザ京都�

近　畿�

中　国�

四　国�

月� 岡山�ホテルグランヴィア岡山�
日� 広島�広島グリーンアリーナ�
月� 高知�高知新阪急ホテル�

九　州�

沖縄県�

水�高松�全日空ホテルクレメント高松�
木�松山�南海放送本町会館�
日� 福岡�福岡国際センター�
金�大分�トキハ会館�
月� 宮崎�ＭＲＴ ｍｉｃｃ�
火�鹿児島�鹿児島アリーナ�
木�那覇�おきでん ふれあいホール�
金�那覇�おきでん ふれあいホール�

木�松本�ホテルブエナビスタ�
木�松本�ホテルブエナビスタ�
金�長野�ホテルメトロポリタン長野�
金�新潟�ホテル新潟�

甲信越�

水�富山�名鉄トヤマホテル�
木�金沢�金沢全日空ホテル�
金�福井�福井ワシントンホテル�
月� 金沢�金沢全日空ホテル�
火�富山�富山全日空ホテル�
水�福井�フェニックスプラザ�

北　陸�

月� 静岡�ホテルセンチュリー静岡�
火�浜松�オークラアクトシティホテル浜松�
土�浜松�浜松フォルテ�
火�静岡�ツインメッセ静岡�
水�浜松�アクトシティ浜松�
土�静岡�ツインメッセ静岡�
土�浜松�浜松フォルテ�
土�浜松�アクトシティ浜松�

静岡県�

土�岐阜�ぱ・る・るプラザＧＩＦＵ�
金�岐阜�ホテルグランヴェール岐山�
土�岐阜�岐阜市文化センター�
土�岐阜�ぱ・る・るプラザＧＩＦＵ�

岐阜県�

水�豊橋�ホテルアソシア豊橋�
土�名古屋�名古屋国際会議場�
日�名古屋�名古屋国際会議場�

愛知県�

土�札幌�札幌パークホテル�北海道�
土�仙台�仙台サンプラザホール�東　北�
月� 東京�日本武道館�関　東�

全国進学相談会　日程と会場�

学
内
を
見
て
回
る
高
校
生
た
ち�

（
昨
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス・
名
古
屋
）�

中京大学の�全てが�
つぶさに分かる�

受験生向けの�
ホームページ�
受験生向けの�
ホームページ�

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
一
層
充
実�

各
教
員
、素
顔
の
随
筆
も�

入
試
に
関
す
る�

質
問
受
け
ま
す�

携
帯
で
も
受
信
Ｏ
Ｋ�

学
部
・
学
科
情
報�

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン�

入 

試 

情 

報 

・�

質
問
フ
ォ
ー
ム�
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福
村
名
誉
教
授
は
、
一
九
八

四
年
か
ら
文
部
省
特
定
研
究「
多

元
知
識
情
報
の
知
的
処
理
と
統

合
化
に
関
す
る
研
究
」の
代
表

を
務
め
、
こ
の
研
究
組
織
を
母

体
に
、
一
九
八
六
年
、
（社）
人
工

知
能
学
会
を
発
足
さ
せ
て
初
代

会
長
を
務
め
る
な
ど
、
日
本
を

代
表
す
る
人
工
知
能
研
究
者
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。�

　
本
学
教
授
に
は
、
名
古
屋
大

学
工
学
部
教
授
を
経
て
一
九
八

八
年
に
就
任
。
一
九
九
〇
年
の

情
報
科
学
部
開
設
、
一
九
九
四

年
の
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科

の
開
設
に
と
も
に
尽
力
さ
れ
、

初
代
の
学
部
長
、
研
究
科
長
を

務
め
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
退
職
、

名
誉
教
授
。
現
在
も
梅
村
学
園

ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
学

術
顧
問
）と
し
て
、
本
学
の
教

育
を
支
え
、
二
〇
〇
四
年
の
生

命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
開
設
に
も

尽
力
さ
れ
た
。�

　
五
月
一
―
四
日
に
大
阪
市
で

開
催
さ
れ
た「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ

ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
２
０
０
４
大

阪
」
で
、
情
報
科
学
部
情
報
科

学
科
の
清
水
優

講
師
が
優
秀
な

成
績
を
収
め
、

協
賛
の
計
測
自

動
制
御
学
会
か

ら
学
会
賞
（
最

優
秀
賞
）
を
受

賞
し
た
。�

　
ロ
ボ
カ
ッ
プ

ジ
ャ
パ
ン
は
、

国
内
を
代
表
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
の

大
会
。
清
水
講

師
の
四
足
移
動
ロ

ボ
ッ
ト
（4Legs

）

は
、
倒
壊
家
屋
を

模
し
た
フ
ィ
ー
ル

ド
内
で
被
災
者
人

形
を
探
索
・
発
見
・

救
助
す
る
レ
ス
キ

ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
リ
ー
グ
に
出
場

し
、
三
位
（
十
チ
ー
ム
出
場
）

に
入
賞
し
た
。�

　
救
助
ロ
ボ
ッ
ト
の
多
く
は
ク

ロ
ー
ラ
（
無
限
軌
道
）
型
で
、

四
足
移
動
は
ユ
ニ
ー
ク
。
清
水

講
師
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
予
選
の

午
前
の
部
を
ト
ッ
プ
で
通
過
す

る
な
ど
臨
機
応
変
の
優
れ
た
シ

ス
テ
ム
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
披
露

し
、
学
会
賞
を
獲
得
し
た
。�

　
同
リ
ー
グ
に
は
清
水
講
師
の

研
究
室
の
学
生
ら
四
人
の
チ
ー

ム
も
出
場
し
た
が
、
決
勝
に
進

め
な
か
っ
た
。�

�

　
情
報
科
学
部
情
報
科
学
科
の

輿
水
大
和
教
授
に
三
月
十
五
日
、

（社）
電
気
学
会
か
ら
上
級
会
員
の

称
号
が
授
与
さ
れ
た
。�

　
（社）
電
気
学
会
は
会
員
数
二
万

七
千
人
を
数

え
る
大
き
な

学
会
。
上
級

会
員
制
度
は

二
〇
〇
三
年

度
に
創
設
さ
れ
、
今
回
初
め
て
、

学
会
の
発
展
に
貢
献
し
、
研
究

活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
技
術
者
、

科
学
者
、
教
育
者
ら
五
十
人
に

称
号
授
与
が
認
定
さ
れ
た
。�

　
二
〇
〇
四
年
春
の
叙
勲
（
四
月
二
十
九
日
発
表
）
で
、
本
学
名

誉
教
授
の
福
村
晃
夫
・
元
情
報
科
学
部
教
授
が
瑞
宝
中
授
章
（
教

育
研
究
功
労
）
の
栄
誉
に
輝
い
た
。�

　
「
前
近
代
、
人
々
は
広
場
に

集
ま
っ
て
は
食
べ
て
飲
み
、
歌

い
踊
り
、
楽
し
ん
だ
も
の
だ
。�

　
一
転
し
て
、
明
治
以
降
、
特

に
戦
後
は
、
〝
お
祭
り
は
バ
カ

バ
カ
し
い
。
働
い
て
、
新
技
術

の
製
品
を
買
っ
て
幸
せ
に
な
ろ

う
〞
と
い
う
時
代
が
続
い
た
。�

　
そ
し
て
、
技
術
文
明
成
熟
期

の
現
代
、
ふ
と
広
場
を
見
る
と
、

誰
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

寂
し
い
、

友
だ
ち
が

欲
し
い
…
」�

　
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と

今
日
の
暮
ら
し
を
楽
し
も
う
と
、

人
が
動
く
時
代
に
な
っ
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
な
く
、
人

と
人
が
直
接
出
会
う
こ
と
を
求

め
、
史
上
空
前
、
い
ま
全
世
界

的
に
人
々
は
旅
を
し
て
い
る
」�

　
「
都
市
は
、
人
と
人
が
出
会

う
交
流
の
拠
点
だ
。
い
ま
、
人

は
ど
ん
な
都
市
に
魅
力
を
感
じ
、

そ
こ
へ
旅
す
る
の
だ
ろ
う
」�

　
「
華
の
あ
る
生
き
方
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
人
は
集
ま
る
。�

　
例
え
ば
、
歩
く
楽
し
さ
が
あ

る
こ
と
。
自
分
の
ま
ち
同
様
、

外
国
の
ま
ち
を
普
段
着
で
歩
く

の
が
現
代
の
旅
の
楽
し
み
方
だ
。�

　
あ
る
い
は
、
五
感
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
、

安
心･

安
全
な
環
境
も
魅
力
の

一
つ
だ
」�

　
「
景
勝
地
を
見
る
だ
け
で
は

人
は
も
う
満
足
し
な
い
。
住
民

と
よ
そ
者
が
交
流
し
て
こ
そ
魅

力
あ
る
ま
ち
、
と
言
え
る
。�

　
昨
日
買
っ
た
タ
バ
コ
屋
の
お

ば
さ
ん
が
話
し
か
け
て
く
れ
る
。

美
味
し
い
料
理
、
人
々
の
笑
顔
、

心
地
よ
い
音
楽
…
…
。
パ
ン
の

焼
け
る
匂
い
が
漂
う
街
角
を
歩

き
な
が
ら
、
土
地
の
人
と
同
じ

生
活
を
体
験
し
、
知
恵
を
学
び
、

生
き
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
」�

　
「
〝
世
界
都
市
パ
リ
〞
と
言

わ
れ
る
所
以
は
、
住
民
と
よ
そ

者
を
区
別
し
な
い
か
ら
。
住
ん

で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
、
は
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
だ
」�

　
「
そ
し
て
、
歴
史

を
大
事
に
す
る
こ
と
は
、

土
地
の
人
に
も
来
訪

者
に
も
安
心
感
を
与

え
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
都
市
に
は
必
ず
中

世
の
街
並
み
が
残
っ

て
い
る
。
そ
こ
に
在

る
昔
の
知
恵
は
今
日
に
生
か
さ

れ
て
い
く
の
だ
」�

　
「
昨
今
の
日
本
に
は
〝
美
し

い
生
き
方
〞
を
感
じ
る
。
菓
子

づ
く
り
や
音
楽
の
国
際
コ
ン
ク

ー
ル
で
賞
を
と
り
、
ス
ポ
ー
ツ

分
野
で
も
世
界
に
負
け
な
い
。

若
者
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
力
を
発
揮
し
て
い
る
。�

　
来
年
、
愛
知
万
博
の
期
間
中

に
は
世
界
中
か
ら
人
が
や
っ
て

来
る
。
思
わ
ぬ
発
想

を
持
っ
た
よ
そ
者
と

交
流
す
る
こ
と
で
、

名
古
屋
の
魅
力
が
ア

ッ
プ
す
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
」�

（
４
月
28
日
・
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
４
３

１
教
室
）�

大会で大活躍した四足移動ロボット「4Legs」�
（円内は清水優講師）�

┐

よ
そ
者
区
別
せ
ず
、歴
史�

重
ん
じ
る
ま
ち
創
り
を
└�

静岡文化芸術大学学長・東京大学名誉教授�

木村尚三郎さ　�　ん�

「都市の魅力」�

文化・芸術・教育シリーズ ◯�32 福村晃夫名誉教授�

福村晃夫名誉
教授が�

瑞宝中授章�
教育研究功労�

先
駆
的
な
人
工
知
能

の
研
究
業
績
に
栄
誉�

情
報
科
学
部
な
ど

の
開
設
に
も
尽
力�

ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン�

ユ
ニ
ー
ク
な
四
足
移
動
シ
ス
テ
ム
で�

清
水 

優
講
師（
　
）が
最
優
秀
賞�

情
報�

科
学�

輿
水
大
和
教
授（
　
）�

に
上
級
会
員
の
称
号�

情
報�

科
学�

（社）
電
気
学
会
が
授
与�
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１
、
学
生
生
徒
納
付
金
収
入�

　
一
三
八
億
四
千
七
百
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
予
算
学
生
数

の
見
込
み
に
よ
り
、
十
五
年
度

予
算
に
比
べ
、
三
億
六
百
万
円
、

二
・
一
％
の
減
少
と
し
ま
し
た
。�

　
２
、
手
数
料
収
入�

　
七
億
二
百
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
入
学
検
定

料
で
す
。�

　
３
、
補
助
金
収
入�

　
四
億
五
千
九
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
国
庫
か
ら
の
補
助

金
が
主
な
も
の
で
す
。�

　
４
、
借
入
金
収
入�

　
豊
田
学
舎
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

費
と
し
て
三
億
円
を
予
定
し
て

い
ま
す
。�

　
５
、
前
受
金
収
入�

　
年
度
内
に
受
け
入
れ
る
十
七

年
度
入
学
生
の
学
生
生
徒
納
付

金
の
金
額
で
す
。
二
四
億
二
千

四
百
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。�

��

　
１
、
人
件
費
支
出�

　
七
三
億
七
千
八
百
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
教
員
数
の
増
加

等
に
よ
り
、
十
五
年
度
予
算
と

比
べ
、
二
億
二
千
九
百
万
円
、

三
・
二
％
増
加
し
て
い
ま
す
。�

　
２
、
経
費
支
出�

　
四
三
億
八
百
万
円
で
、
十
五

年
度
予
算
と
比
べ
一
・
四
％
の

増
加
で
す
。
情
報
教
育
関
連
経

費
、
各
研
究
費
、
学
生
募
集
経

費
な
ど
、
教
育
研
究
経
費
と
管

理
経
費
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
六
年
度
は
施
設
整
備
に
伴
い
、

保
守
費
な
ど
の
共
益
費
が
増
加

し
て
い
ま
す
。�

　
３
、
施
設
関
係
支
出�

　
土
地
購
入
費
、
豊
田
学
舎
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
費
及
び
教
室
棟

建
設
費
な
ど
の
事
業
費
と
し
て

一
五
億
三
千
三
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。�

　
４
、
設
備
関
係
支
出�

　
機
器
備
品
費
、
図
書
費
な
ど

の
支
出
と
し
て
五
億
一
千
四
百

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。�

　
１
、
帰
属
収
入�

　
一
五
三
億
一
千
四
百
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

十
五
年
度
と
比
べ
一
八
億
一
千

九
百
万
円
、
一
〇
・
六
％
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度

に
は
現
物
寄
付
金
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。�

　
２
、
基
本
金
組
入
額�

　
十
六
年
度
の
組
入
額
と
し
て

一
二
億
三
千
二
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。�

　
３
、
消
費
収
入�

　
一
四
〇
億
八
千
二
百
万
円
で
、

十
五
年
度
予
算
と
比
べ
五
億
七

千
万
円
、
四
・
二
％
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
４
、
消
費
支
出�

　
一
三
七
億
九
千
九
百
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
十
五
年
度
予

算
と
比
べ
、
七
億
四
千
一
百
万

円
、
五
・
六
％
増
加
し
て
い
ま

す
。�

　
５
、
消
費
収
支
差
額�

　
消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出
を

差
し
引
い
た
収
支
差
額
は
二
億

八
千
二
百
万
円
の
収
入
超
過
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。�

◆�

　
梅
村
学
園
の
予
算
も
同
様
に

決
定
さ
れ
、
そ
の
資
金
収
支
予

算
書
は
表
３
、
消
費
収
支
予
算

書
は
表
４
の
と
お
り
で
す
。�

　
先
般
の
学
園
評
議
員
会
及
び
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
中

京
大
学
の
平
成
十
六
年
度
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
資
金
収
支
予
算
書
は
表
１
、
消
費
収
支
予

算
書
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。�

（単位：千円）�

（単位：千円）�平成16年度 中京大学予算書�

収
入
の
部�

支
出
の
部�

消
費
収
入
の
部�

消
費
支
出
の
部�

収
入
の
部�

支
出
の
部�

消
費
収
入
の
部�

消
費
支
出
の
部�

学生生徒等納付金収入�
手 数 料 収 入 �
寄 付 金 収 入 �
補 助 金 収 入 �
資 産 運 用 収 入 �
資 産 売 却 収 入 �
事 業 収 入 �
雑 収 入 �
借 入 金 等 収 入 �
前 受 金 収 入 �
そ の 他 の 収 入 �
資金収入調整勘定�
前年度繰越支払資金�
収 入 の 部 合 計 �

学 生 生 徒 等 納 付 金 �
手 数 料 �
寄 付 金 �
補 助 金 �
資 産 運 用 収 入 �
事 業 収 入 �
雑 収 入 �
帰 属 収 入 合 計 �
基本金組入額合計�
消費収入の部合計�

人 件 費 支 出 �
教育研究経費支出�
管 理 経 費 支 出 �
借入金等利息支出�
借入金等返済支出�
施 設 関 係 支 出 �
設 備 関 係 支 出 �
資 産 運 用 支 出 �
そ の 他 の 支 出 �

予 備 費 �

資金支出調整勘定�
次年度繰越支払資金�
支 出 の 部 合 計 �

人 件 費 �
教 育 研 究 経 費 �
管 理 経 費 �
借 入 金 等 利 息 �
資 産 処 分 差 額 �
予 備 費 �
�
消費支出の部合計�
�
当年度消費収入超過額�

学生生徒等納付金収入�
手 数 料 収 入 �
寄 付 金 収 入 �
補 助 金 収 入 �
資 産 運 用 収 入 �
資 産 売 却 収 入 �
事 業 収 入 �
雑 収 入 �
借 入 金 等 収 入 �
前 受 金 収 入 �
そ の 他 の 収 入 �
資金収入調整勘定�
前年度繰越支払資金�
収 入 の 部 合 計 �

学 生 生 徒 等 納 付 金 �
手 数 料 �
寄 付 金 �
補 助 金 �
資 産 運 用 収 入 �
事 業 収 入 �
雑 収 入 �
帰 属 収 入 合 計 �
基本金組入額合計�
消費収入の部合計�

人 件 費 支 出 �
教育研究経費支出�
管 理 経 費 支 出 �
借入金等利息支出�
借入金等返済支出�
施 設 関 係 支 出 �
設 備 関 係 支 出 �
資 産 運 用 支 出 �
そ の 他 の 支 出 �

予 備 費 �

資金支出調整勘定�
次年度繰越支払資金�
支 出 の 部 合 計 �

人 件 費 �
教 育 研 究 経 費 �
管 理 経 費 �
借 入 金 等 利 息 �
資 産 処 分 差 額 �
予 備 費 �
�
消費支出の部合計�
�
当年度消費収入超過額�

科　　目� 科　　目�

科　　目� 科　　目�

科　　目� 科　　目�

科　　目� 科　　目�

収
入
の
部�

支
出
の
部�

Ⅰ 

資
金
収
支
予
算
書
（
表
１
）�

財
務
部
長
　
鬼
頭 

俊
二�

平
成
　
年
度
の�

　
　
　
予
算
に
つ
い
て�

Ⅱ 

消
費
収
支
予
算
書
（
表
２
）�
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社
会
学
部
一
九
九
九
年
卒
の

Ｏ
Ｂ
栂
尾
佑
史
さ
ん
が
、
英
国

生
ま
れ
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
、

ゴ
ル
フ
ク
ロ
ッ
ケ
ー
世
界
大
会

の
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
。�

　
ク
ロ
ッ
ケ
ー
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
に
似
た
ス
ポ
ー
ツ
。
球
四
つ

を
相
手
と
交
互
に
打
ち
、
第
六

ま
で
の
フ
ー
プ
（
ゲ
ー
ト
）
に

ど
ち
ら
が
先
に
自
分
の
球
を
入

れ
る
か
争
う
。�

　
栂
尾
さ
ん
は
卒
業
後
、
ノ
ッ

テ
ィ
ン
ガ
ム
大
学
の
大
学
院
に

進
学
し
て
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
に
出

会
い
、
帰
国
後
ク
ロ
ッ
ケ
ー
普

及
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が

ら
練
習
に
励
ん
で
き
た
。
二
月

の
国
内
選
考
会
で
は
優
勝
で
き

な
か
っ
た
が
、
上
位
者
が
辞
退
、

一
人
枠
の
代
表
に
選
ば
れ
た
。�

　
世
界
大
会
は
六
月
二
十
―
二

十
七
日
、
英
国
ブ
ラ
イ
ト
ン
で

開
催
。
二
十
一
カ
国
六
十
四
人

が
争
う
。
毎
週
土
、
日
曜
に
東

京
・
立
川
市
の
昭
和
記
念
公
園

で
ク
ロ
ッ
ケ
ー
を
教
え
て
い
る

栂
尾
さ
ん
は「
世
界
大
会
で
も

頑
張
っ
て
普
及
に
一
役
買
い
た

い
」と
張
り
切
っ
て
い
る
。�

　
ア
テ
ネ
五
輪
代
表
選
考
会
を

兼
ね
た
競
泳
の
日
本
選
手
権（
東

京
辰
巳
国
際
水
泳
場
）男
子
二

百
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
決
勝
が
四
月

二
十
三
日
行
わ
れ
、
松
田
丈
志

選
手（
体
育
学
部
二
年
）
が
第

一
人
者
の
山
本
貴
司
選
手（
近

畿
大
学
職
員
）
を
抑
え
、
１
分

56
秒
14
で
初
優
勝
を
飾
る
と
と

も
に
、
ア
テ
ネ
五
輪
出
場
を
決

め
た
。�

���

　
松
田
選
手
は
こ
の
日
行
わ
れ

た
男
子
千
五
百
㍍
自
由
形
決
勝

で
も
15
分
15
秒
00
の
タ
イ
ム
で

優
勝
し
た
。
前
日
の
二
十
二
日

に
は
同
予
選
で
15
分
９
秒
52
の

日
本
新
記
録
を
マ
ー
ク
、
従
来

の
記
録
を
４
秒
51
更
新
し
た
。

　
し
か
し
決
勝
で
は
、
記
録
の

更
新
は
な
ら
ず
、
日
本
水
連
が

設
定
し
た
五
輪
派
遣
標
準
記
録

突
破
も
な
ら
な
か
っ
た
。�

　
松
田
選
手
は
宮
崎
県
出
身
。

延
岡
学
園
高
校
卒
。
今
年
二
月

に
は
短
水
路
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
（
Ｗ
杯
）
ベ
ル
リ
ン
大
会
と

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
で
千
五

百
㍍
自
由
形
、
二
百
㍍
自
由
形
、

二
百
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
で
日
本
新

記
録
を
出
し
て
い
る
。�

　
女
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
綾
真

澄
選
手（
二
〇
〇
二
年
体
育
学

部
卒
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ー
）
が
、

五
月
九
日
に
岐
阜
市
・
長
良
川

競
技
場
で
行
わ
れ
た
中
部
実
業

団
対
抗
陸
上
で
、
自
身
の
持
つ

日
本
記
録
を
４
㌢
上
回
る
66
㍍

31
の
日
本
新
記
録
で
優
勝
し
た
。�

　
綾
選
手
の
日
本
記
録
更
新
は

二
〇
〇
二
年
五
月
、
本
学
豊
田

キ
ャ
ン
パ
ス
・
梅
村
陸
上
競
技

場
の
土
曜
記
録
会
で
66
㍍
27
を

投
げ
て
以
来
で
六
度
目
。�

　
棒
高
跳
び
の
安
田
矩
明
（
の

り
あ
き
）
名
誉
教
授（
元
体
育

学
部
教
授
）
が
四
月
十
六
日
、

肝
臓
が
ん
の
た
め
六
十
八
歳
の

生
涯
を
終
え
ら
れ
た
。�

　
安
田
名
誉
教
授
は
、
一
九
六

〇
年
東
京
教
育
大
学
体
育
学
部

卒
業
。
在
学
中
の
五
八
年
、
４

㍍
36
を
ク
リ
ア
し
て
二
十
一
年

ぶ
り
に
日
本
記
録
を
塗
り
替
え

る
な
ど
六
二
年
ま
で
に
計
三
回

の
日
本
記
録
を
樹
立
し
た
。�

　
第
三
回
ア
ジ
ア
大
会
（
五
八

年
、
東
京
）
、
第
一
回
ユ
ニ
バ

ー
シ
ア
ー
ド
大
会
（
五
九
年
、

ト
リ
ノ
）
で
と
も
に
優
勝
、
ロ

ー
マ
五
輪
（
六
〇
年
）
は
十
六

位
だ
っ
た
。
日
本
陸
上
競
技
連

盟
の
理
事
、
強
化
委
員
長
な
ど

を
歴
任
、
八
四
年
の
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
か
ら
ソ
ウ
ル
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
、
ア
ト
ラ
ン
タ
と
続
く
五
輪

で
は
コ
ー
チ
、
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

を
、
シ
ド
ニ
ー
五
輪
で
は
大
会

役
員
を
務
め
た
。�

　
旭
化
成
、
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新

聞
社
勤
務
を
経
て
、
七
〇
年
体

育
学
部
教
授
と
な
り
、
八
九
年

か
ら
退
職
す
る
〇
二
年
ま
で
陸

上
競
技
部
の
部
長
を
務
め
、
選

手
を
育
成
し
た
。
ま
た
、
世
界

の
強
豪
が
競
う「
西
田
修
平
杯

国
際
室
内
棒
高
跳
び
競
技
大
会
」

を
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育
館

に
誘
致
し
、毎
年
、大
会
成
功
に

並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
注
が
れ
た
。�

　
葬
儀
・
告
別
式
は
四
月
十
九

日
、
豊
田
市
内
の
斎
場
で
営
ま

れ
、
梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長

が
弔
辞
を
詠
ま
れ
た
。�

　
一
九
六
九
年
の
秋
、
体
育
学

部
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
充
実
の
た

め
、
安
田
先
生
に
案
内
を
乞
い
、

国
立
競
技
場
や
体
育
系
大
学
の

施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
宿
泊

先
の
ホ
テ
ル
で
は
、
豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
構
想

や
夢
を
、
夜
遅

く
ま
で
語
り
合
っ
た
も
の
で
す
。�

　
大
学
経
営
も
棒
高
跳
び
と
よ

く
似
て
い
ま
す
。
ポ
ー
ル
の
素

材
の
変
遷
と
、
科
学
的
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
記
録
は
飛

躍
的
に
伸
び
ま
し
た
。
大
学
づ

く
り
も
、
常
に
新
し
い
構
想
、

改
革
と
い
う
ポ
ー
ル
を
携
え
、

先
端
的
な
学
問
と
教
育
と
い
う

高
い
目
標
へ
向
か
っ
て
跳
躍
を

挑
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。�

　
中
京
大
学
は
、
体
育
学
部
を

牽
引
役
と
し
て
そ
の
名
を
全
国

に
高
め
、
い
ま
、
総
合
大
学
と

し
て
揺
る
ぎ
な
い
地
歩
を
築
い

て
い
ま
す
。
安
田
先
生
も
日
本

陸
連
の
理
事
、
強
化
委
員
長
と

い
っ
た
重
責
を
担
っ
て
国
内
外

で
活
躍
さ
れ
、
大
学
に
も
様
々

な
面
で
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
感

謝
の
念
を
込
め
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
。�

　
本
学
硬
式
野
球
部
は
五
月
十

八
日
、
愛
知
大
学
野
球
春
季
リ

ー
グ
の
優
勝
を
決
め
た
。
昨
年

の
秋
季
リ
ー
グ
に
次
ぐ
二
季
連

続
三
十
二
回
目
の
制
覇
。�

　
本
学
は
リ
ー
グ
終
盤
、
愛
知

大
と
勝
ち
点
３
で
並
び
、

五
月
十
五
日
か
ら
の

直
接
対
決
に
臨
ん
だ
。

そ
の
第
一
戦
を
７
―

０
で
大
勝
、
雨
で
二

日
間
延
び
た
後
の
十

八
日
の
第
二
戦
（
い

ず
れ
も
名
古
屋
・
瑞
穂
球
場
）

も
２
―
１
で
勝
ち
、
愛
知
大
を

突
き
放
し
た
。�

　
最
優
秀
選
手
に
５
勝
１
敗
、

４
完
封
と
大
活
躍
し
た
深
田
拓

也
投
手（
体
育
学
部
三
年
）
が

昨
秋
に
続
き
２
季
連
続
で
選
ば

れ
た
。�

　
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
は

六
月
八
日
か
ら
東
京
・
神
宮
球

場
で
開
か
れ
る
。
本
学
は
十
五

年
ぶ
り（
十
六
回
目
）
に
出
場
、

日
本
一
を
目
指
す
。�

ゴルフクロッケー世界大会に出場
する栂尾さん�

シドニー五輪閉幕の翌日、
女子マラソン金メダリスト
の高橋尚子選手（右）の
健闘を称え、小出義雄監
督（左）の労をねぎらう選
手団役員の安田矩明先生
（2002年10月2日）�松田丈志選手�

棒
高
跳
び   

安
田
矩
明
名
誉
　

　
教
授

が
逝
去�

200㍍バタフライ�日本選手権�初　優　勝�

アテネ五輪へ�

ロ
ー
マ
五
輪
に
出
場
し

コ
ー
チ
・
役
員
で
も
　
回�

┌�

┘�

本学へ貢献�
心より感謝�

  クロッケー の�
日本代表選手に�

梅
村
清
弘
総
長
が
弔
辞（
抜
粋
）�

優
　
勝�

32
回
目�

松田丈志選手�（体育2）�

千
五
百
自
由�

　
　
　
は
日
本
新�

女
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ�

綾
選
手
も
日
本
新�

愛知大学野球
春 季リーグ�

本
学
が
連
覇�

　
年
ぶ
り
全
日
本
出
場
へ�

深
田
拓
也
投
手（
体
育
３
）�

連
続
で
最
優
秀
選
手�

ＯＢ 栂尾佑史さん�
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第
七
十
回
東
海
学
生
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会
（
東
海
イ

ン
カ
レ
）
が
五
月
十
四
―
十
六

日
、
名
古
屋
・
瑞
穂
陸
上
競
技

場
で
行
わ
れ
、
対
校
得
点
で
本

学
が
男
女
と
も
優
勝
し
た
。
男

子
は
一
九
五
四
年
の
陸
上
競
技

部
創
設
以
来
続
け
て
き
た
連
勝

を
五
十
一
に
伸
ば
し
、
女
子
は

二
年
連
続
、
四
十
三
回
目
の
優

勝
。�

　
第
五
十
七
回
西
日
本
学
生
陸

上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
（
西

日
本
イ
ン
カ
レ
）
は
九
月
に
岡

山
市
で
行
わ
れ
る
。
同
大
会
で

も
男
子
は
四
十
三
回
、
女
子
も

三
十
六
回
優
勝
し
て
い
る
。�

　
体
育
会
陸
上
競
技
部
が
創
部

五
十
周
年
を
迎
え
、
部
誌
「
明

澄
」
の
記
念
号
を
発
刊
し
た
。�

　
陸
上
競
技
部
は
、
本
学
が
中

京
短
期
大
学
と
し
て
開
学
し
た

一
九
五
四
年
に
創
部
さ
れ
、
現

役
部
員
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
中
か

ら
多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世

界
選
手
権
の
代
表
選
手
を
輩
出

し
て
き
た
輝
か
し
い
伝
統
と
実

績
を
誇
る
ク
ラ
ブ
。�

　
記
念
号
は
、
表
紙
に
創
部
の

年
に
早
く
も
優
勝
し
、
故
梅
村

清
明
学
長
、
故
斎
辰
雄
男
子
部

長
（
肩
書
は
い
ず
れ
も
当
時
）

ら
を
選
手
が
囲
ん
だ
東
海
イ
ン

カ
レ
の
記
念
写
真
を
あ
し
ら
い
、

梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長（
第

二
代
部
長
）を
始
め
多
く
の
関

係
者
の
寄
稿
文
を
載
せ
て
い
る
。�

　
六
百
部
作
成
。
東
海
地
区
の

陸
上
競
技
関
係
者
や
部
員
の
父

母
ら
に
配
布
し
た
。�

����

　
陸
上
競
技
部
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

会
愛
知
支
部
と
共
催
で
創
部
五

十
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
・

祝
宴
を
十
一
月
十
三
日
（
土
）

に
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
く

た
め
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。�

　
予
定
で
は
、
午
後
四
時
か
ら

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
・
ヤ
マ
テ
ホ
ー

ル
で
記
念
式
典
を
行
い
、
四
時

三
十
分
か
ら
記
念
講
演
会
を
開

催
す
る
。
講
師
に
は
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ

Ｇ
を
予
定
し
、
一
般
市
民
も
参

加
で
き
る
公
開
方
式
で
行
う
。

記
念
の
祝
宴
は
六
時
か
ら
ガ
レ

リ
ア
で
開
く
予
定
。�

　
中
尾
隆
行
部
長
（
教
養
部
教

授
）
は「
輝
か
し
い
伝
統
と
戦

績
を
誇
る
陸
上
競
技
部
の
更
な

る
飛
躍
を
期
し
て
お
祝
い
の
会

を
催
し
た
い
。
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
出
席
を
」
と
呼

び
か
け
て
い
る
。�

��

　
「
明
澄
」
記
念
号
、
記
念
式

典
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

中
尾
部
長
、
ま
た
は
勝
亦
紘
一

副
部
長（
体
育
学
部
教
授
）
＝

電
話
は
い
ず
れ
も
豊
田
キ
ャ
ン

パ
ス
代
表
〇
五
六
五
―
四
六
―

一
二
一
一
＝
へ
。�

　
陸
上
競
技
部
の
創
部
五
十
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

四
月
三
日
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
梅
村
陸
上
競
技
場
で
記
念
競

技
会
（
二
〇
〇
四
年
度
第
一
回

土
曜
記
録
会
）
が
行
わ
れ
た
。�

　
一
九
八
一
年
か
ら
年
に
四
―

六
回
開
い
て
い
る
公
式
競
技
の

土
曜
記
録
会
の
規
模
を
拡
大
し

て
開
催
、
現
役
部
員
、
Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
、
そ
の
教
え
子
の
中
、
高

校
生
ら
千
百
人
が
出
場
し
た
。�

　
土
曜
記
録
会
は
、
過
去
に
室

伏
広
治
選
手
（
体
育
学
研
究
科

研
究
生
）
と
綾
真
澄
選
手（
体

育
学
部
卒
）
が
ハ
ン
マ
ー
投
げ
、

室
伏
由
香
選
手
（
同
）
が
円
盤

投
げ
の
そ
れ
ぞ
れ
日
本
新
記
録

を
、
ま
た
青
戸
慎
司
選
手（
同
）

が
陸
上
百
㍍
の
日
本
タ
イ
記
録

を
出
し
て
お
り
、
東
海
地
方
の

陸
上
関
係
者
の
間
で
は
注
目
度

の
高
い
大
会
。�

　
中
尾
隆
行
部
長
は
「
中
部
実

業
団
陸
上
競
技
連
盟
や
東
海
学

生
陸
上
競
技
連
盟
、
愛
知
陸
上

競
技
協
会
や
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と

前
向
き
に
話
し
て
い
る
。�

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
・
陸
上
競

技
場
東
で
進
め
ら
れ
て
い
た
体

育
学
部
の
ラ
グ
ビ
ー
場
と
サ
ッ

カ
ー
場
の
新
築
工
事
が
四
月
八

日
に
竣
工
し
、
授
業
や
ク
ラ
ブ

の
練
習
な
ど
で
の
使
用
が
始
ま

っ
た
。�

　
ラ
グ
ビ
ー
場
、
サ
ッ
カ
ー
場

と
も
天
然
芝
に
最
も
近
い
と
い

わ
れ
る
ゴ
ム
メ
ー

カ
ー
の
人
工
芝
を

敷
い
た
日
本
初
の

本
格
的
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
。

ラ
グ
ビ
ー
場
は
七

五
㍉
、
サ
ッ
カ
ー

場
は
六
五
㍉
と
従

来
の
人
工
芝
よ
り

丈
を
長
く
し
て
、

目
砂
に
ゴ
ム
チ
ッ

プ
を
加
え
て
厚
く

充
填
し
、
ク
ッ
シ

ョ
ン
性
を
高
め
て

体
へ
の
負
担
を
よ

り
少
な
く
し
て
い
る
。�

　
フ
ィ
ー
ル
ド
は

ラ
グ
ビ
ー
場
が
一

四
二
㍍
×
八
〇
㍍
、
サ
ッ
カ
ー

場
が
一
一
八
㍍
×
八
二
㍍
。
そ

れ
ぞ
れ
ナ
イ
タ
ー
用
照
明
と
五

百
人
収
容
の
ス
タ
ン
ド
を
も
ち
、

雨
天
教
室
（
二
室
）
や
会
議
室
、

シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
を
備
え
た
共

用
の
二
階
建
て
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

を
併
設
し
て
い
る
。�

ス
タ
ン
ド
も
備
え
た
ラ
グ
ビ
ー
場�

照
明
も
付
い
た
サ
ッ
カ
ー
場�

創部50周年記念競技会を開催した陸上競技部の役員、
ＯＢ、ＯＧ、陸連関係者ら�

陸上競技部部誌「明澄」の記念号�

部
誌
の
記
念
号
を
発
刊�

伝
統
、実
績
記
す
寄
稿
文
収
録�

　
月
　
日
に

記
念
の
式
典�

問
い
合
わ
せ
先�

盛大に記念競技会�

日本初の最高人工芝�

サ�ッ�カ�ー�場�完�成�
ラ�グ�ビ�ー�場�＆�

ＯＢ、ＯＧ、その教え子も�

輝
く
創
部
　
周
年�

本
学
男
子
、無
敵
の
　
連
勝�

東
海
学
生
陸
上�

女
子
も
　
回
目
の
優
勝�

陸
上
競
技
部�
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教
育
複
合
棟
の
南
側
に
は
、

学
生
の
憩
い
や
散
策
の
場
所
と

な
る
屋
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー

ン
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。�

　
ゾ
ー
ン
中
央
に
は
雨
水
を
集

め
る
調
整
池
を
配
し
、
周
囲
に

芝
生
広
場
や
ミ
ニ
里
山
、
散
策

路
な
ど
を
設
け
る
。�

　
外
部
か
ら
の
訪
問
者
は
南
門

を
入
る
と
、
左
手
に
雄
大
な
屋

外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
が
広

が
り
、
そ
の
向
こ
う
に
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
な
プ
ラ
ザ
棟
を
目
に
す

る
こ
と
に
な
る
。�

　
屋
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン

は
教
育
複
合
棟
の
完
成
後
に
建

設
に
着
手
す
る
予
定
。�

���
　
教
育
複
合
棟
の
正
面
前
（
北

東
側
）
に
も
、
学
生
た
ち
の
憩

い
の
空
間
「
ヒ
ル
ト
ッ
プ
プ
ラ

ザ
」
を
計
画
し
て
い
る
。
イ
ベ

ン
ト
広
場
な
ど
を
設
け
、
プ
ラ

ザ
棟
と
一
体
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

エ
リ
ア
を
形
成
。
教
育
複
合
棟

の
完
成
後
に
工
事
に
入
る
。�

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
複

合
棟
の
起
工
式
が
四
月
二
十
七

日
、
建
設
場
所
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

跡
地
で
行
わ
れ
た
。
二
〇
〇
五

年
四
月
に
完
成
す
る
。�

　
教
育
複
合
棟
は
、
学
生
厚
生

施
設
棟
（
プ
ラ
ザ
棟
、
三
階
建

て
三
、
四
六
九
平
方
㍍
）
と
講

義
棟
二
棟
（
二
階
建
て
一
、
〇

二
三
平
方
㍍
と
五
階
建
て
五
、

一
五
六
平
方
㍍
）
で
構
成
。
教

育
施
設
の
拡
充
と
厚
生
施
設
の

充
実
を
目
的
に
建
設
す
る
。�

　
複
合
棟
の
中
央
に
位
置
す
る

厚
生
施
設
の
プ
ラ
ザ
棟
に
は
、

書
籍
販
売
店
舗
（
一
階
）
、
フ

ー
ド
コ
ー
ト
（
二
階
）
、
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
、
学

生
ラ
ウ
ン
ジ
（
三
階
）
な
ど
が

入
り
、
三
階
部
分
に
外
か
ら
直

接
入
る
こ
と
が
で
き
る
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
が
架
け
ら
れ

る
。
プ
ラ
ザ
棟
は
五
階
建
て
ほ

ど
の
高
さ
が
あ
り
、
三
階
部
分

は
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ガ
レ

リ
ア
に
似
た
吹
き
抜
け
の
ア
ト

リ
ウ
ム
と
な
る
。�

　
書
籍
販
売
店
舗
は
二
号
館
の

店
舗
が
移
転
す
る
が
、
広
さ
は

二
・
四
倍
（
三
八
五
平
方
㍍
）

と
な
る
。
二
階
の
フ
ー
ド
コ
ー

ト
は
若
者
向
け
の
飲
食
専
門
店

を
五
つ
集
め
た
二
百
席
の
広
々

と
し
た
食
事
と
憩
い
の
広
場
。

学
生
が
自
由
に
利
用
で
き
る
ラ

ウ
ン
ジ
で
、
三
階
の
ア
ト
リ
ウ

ム
と
合
わ
せ
、
一
大
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
エ
リ
ア
を
形
成
す
る
。�

　
講
義
棟
二
棟
に
は
小
教
室
や

中
教
室
が
計
二
十
一
設
け
ら
れ
、

プ
ラ
ザ
棟
と
渡
り
通
路
で
結
ば

れ
る
。�

2005年度 大学院入試日程�

※表中の試験日の７月から10月は2004年、1月から3
　月は2005年です。�
※入試に関する詳細は、入試要項を参照してください。�
※ビジネス･イノベーションおよび法務研究科の詳細は、
　大学院事務室〈０５２-８３５-７９９１〉にお問い合わせくだ
　さい。�

（直）�お問い合わせ先�中京大学入試センター�

博士前期課程（修士課程）� 博士後期課程�

正
面
側
は
「
ヒ
ル�

ト
ッ
プ
プ
ラ
ザ
」�

中
央
は
シ
ン
ボ�

ル
の
プ
ラ
ザ
棟�

南
側
に
緑
と
水
の
屋
外�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン�

教
育
環
境
さ
ら
に
整
備�

教
育
環
境
さ
ら
に
整
備�

教
育
複
合
棟
着
工�

厚
生
施
設
と
講
義
教
室�

来
年
４
月�

完
成
予
定�

豊田キャンパス�

㊤南西側（南門側）から見た教育複合棟。手前に屋外コミ
ュニティゾーンが計画されている�
㊦北東側（ヒルトッププラザ側）から見た教育複合棟�

完　成�
予想図�
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